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第
一
節　

序　

論

本
稿
の
主
題
は
、
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
の
主
要
な
共
和
主
義
思
想
に
関
わ
る
。
そ
れ
は
、
政
治
思
想
史
に
お
け
る
主
要
な
共
和

主
義
の
古
典
と
さ
れ
る
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
著
者
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
（
一
六
一
一
─
七
七
）
の
中
心
概
念
の
「
平
等

な
共
和
国
」
な
い
し
「
自
由
国
家
（
民
に
よ
る
統
治
国
家
（
１
）

）」
に
あ
る
。
こ
の
分
野
の
有
力
な
研
究
者
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
ブ
レ
ア
・

ウ
ォ
ー
デ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
に
お
い
て
「
最
も
浸
透
し
か
つ
影
響
力
を
も
っ
た
も
の
は
、
Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
で
あ
る
（
２
）

」
と
そ

の
政
治
思
想
史
に
お
い
て
彼
を
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
の
共
和
主
義
思
想
家

に
関
す
る
冷
静
な
表
現
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
最
近
の
日
本
に
お
い
て
こ
の
思
想
家
に
関
す
る
主
導
的
研
究
者
で
あ
る
Ｊ
・
ポ
ー

コ
ッ
ク
に
よ
る
『
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン
ト
（
３
）

』
の
邦
訳
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
も
そ
の
主
要
な
論
者
と
い
う
こ
と
が

従
来
以
上
に
わ
が
国
で
浸
透
す
る
こ
と
と
関
連
す
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
と
異
な
る
客
観
的
視
点
か
ら
別
な
論
者
の
表

現
を
必
要
と
す
る
た
め
、
ウ
ォ
ー
デ
ン
の
表
現
を
再
度
使
っ
た
次
第
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
ハ
リ
ン
ト
ン
を
論
じ
る
前
に
、
新
ハ
リ
ン
ト
ン
主
義
者
に
し
て
第
二
次
的
思
想
家
で
も
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ネ
ヴ
ィ

ル
に
つ
い
て
論
及
し
て
き
た
（
４
）

。
即
ち
、
彼
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
原
理
の
特
徴
を
全
て
で
な
い
と
し
て
、
多
く
を
そ
の
王
位
継
承

排
斥
法
案
危
機
期
に
お
い
て
再
度
形
を
変
え
て
主
張
し
、
後
の
世
代
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
方
向
で

イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
を
検
討
し
て
き
た
。
と
は
い
え
こ
れ
は
、
こ
の
共
和
主
義
思
想
家
に
つ
い
て
あ
る
意
味
で
そ
の
周
辺
的
側
面
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
よ
う
や
く
そ
の
中
心
的
論
点
で
あ
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
と
取
り
組

む
段
階
に
き
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
周
知
の
如
く
こ
の
分
野
の
数
多
く
の
研
究
者
の
主
題
と
さ
れ
て
き
た
。
換
言
す
れ

二
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ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
既
に
長
く
主
要
な
共
和
主
義
思
想
家
と
し
て
認
め
ら
れ
、
か
つ
幅
広
く
そ
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
従
っ

て
本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
（
５
）

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
広
範
な
文
脈
か
ら
彼
の
主
要
概
念
で
あ
る
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家

［
民
に
よ
る
統
治
国
家
］）
概
念
と
取
り
組
む
必
要
が
出
て
き
て
い
る
。

本
稿
は
、
最
初
に
ハ
リ
ン
ト
ン
と
ネ
ヴ
ィ
ル
ら
を
包
摂
す
る
よ
り
広
範
な
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
共
和
主
義
的
理
論
の
特
徴
に
つ
い
て
概

観
す
る
。
次
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
共
和
国
の
憲
法
論
に
お
け
る
直
接
的
な
理
論
的
背
景
（
特
に
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
及
び
『
国
民
協
約
』

［T
he A

greem
ent of the P

eople

］
と
の
関
連
で
）
に
つ
い
て
も
論
及
す
る
こ
と
と
な
る
（
６
）

。
こ
う
し
た
背
景
を
前
提
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

ハ
リ
ン
ト
ン
の
「
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
）」
概
念
を
検
討
し
、
彼
の
中
心
思
想
の
鍵
の
う
ち
の
一
つ
を
検
証
す
る
こ
と
と
す

る
。（

１
） J.P

ocock, ed., T
h

e P
olitical W

orks of J.H
arrin

gton
, 1977, p.810.

（
２
） B

.W
orden, ‘E

nglish R
epublicanism

’, J.B
urns et al., eds., T

h
e C

am
brid

ge H
istory of P

oliltical

T
h

ou
gh

t, 1450-1700, 1991, p.444; 

拙
著
『
ネ
ヴ
ィ
ル
の
共
和
主
義
的
政
体
思
想
研
究
』（
三
和
書
籍
、
二
〇
一
一
年
）、
三
九
三
頁
。

（
３
） J.G

.A
. P

ocock, T
h

e M
ach

iavellian
 M

om
en

t, 1975 
［
田
中
秀
夫
ほ
か
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
］, etc.

（
４
） 

拙
著
、
前
掲
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
） 

例
え
ば
、J.P

ocock, ed., T
h

e P
olitical W

orks of J.H
arrin

gton
, 1977; J.C

otton, J.H
arrin

gton
’s P

olitical T
h

ou
gh

t an
d

 Its 

C
on

text, 1991; R
.S

m
ith, H

arrin
gton

 an
d

 H
is O

cean
a, 1911; M

.D
ow

ns, J.H
arrin

gton
, 1977; C

.B
litzer, ed., T

h
e P

olitical 

W
ritin

gs of J.H
arrin

ton
, 1955; C

.B
litzer, A

n
 Im

m
ortal C

om
m

on
w

ealth
, 1960; S

.B
.L

iljgeren, ed., H
arrin

gton
’s O

cean
a, 

1924; W
.C

.D
ickinson, ed., J.H

arrin
gton

’s R
epu

blic, 1983; A
.F

ukuda, S
overeign

ty of th
e S

w
ord

, 1996; J.T
oland, ed., T

h
e 

O
cean

a of J.H
arrin

gton
 E

sq. an
d

 H
is W

orks, 1737, etc.

三
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わ
が
国
の
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
も
着
実
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
著
『
オ
シ
ア
ナ
』（
田
中
浩
抄
訳
、［
世
界
大
思
想
全
集
］
河

出
書
房
、
一
九
六
二
年
）、
田
中
浩
「
ホ
ッ
ブ
ズ
と
ハ
リ
ン
ト
ン
」（
水
田
洋
編
『
イ
ギ
リ
ス
革
命
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
八
年
、
所
収
）、
白

鳥
令
『
政
治
理
論
の
形
成
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
）、
竹
澤
祐
丈
「
平
等
な
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
し
て
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
」（
田
中

秀
夫
ほ
か
編
『
共
和
主
義
の
思
想
空
間
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
所
収
）、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
は
い
え
竹
澤
論
文
に
つ
い
て
、

わ
れ
わ
れ
の
テ
ー
マ
と
重
な
る
の
は
、
そ
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
原
理
と
し
て
避
け
得
ぬ
概
念
を
扱
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
主
と

し
て
王
位
継
承
排
斥
法
案
危
機
の
共
和
主
義
と
の
関
連
で
論
じ
る
故
、
か
つ
政
治
機
構
論
的
視
角
か
ら
論
じ
る
た
め
、
そ
の
違
い
を
示
す
こ
と
と
な

る
。

（
６
） 

最
近
、
日
本
に
お
い
て
共
和
主
義
思
想
と
し
て
の
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
［
社
会
契
約
論
で
］
を
論
じ
る
研
究
も
出
て
い
る
。
例
え
ば
、

大
澤
麦
「
共
和
制
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
成
立
と
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
『
人
民
協
約
』」（『
法
学
会
雑
誌
』
第
五
二
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年
、
所
収
）
な
ど
。

第
二
節　

イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
思
想
の
理
論
的
特
徴

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
後
の
王
位
継
承
排
斥
法
案
危
機
期
に
お
け
る
共
和
主
義
思
想
家
で
あ
る
ネ
ヴ
ィ
ル
や
Ａ
・
シ
ド
ニ
ー
と
異
な
り
、
自

然
法
や
コ
モ
ン
ロ
ー
語
彙
を
使
わ
ず
自
ら
の
理
論
を
構
成
し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
特
に
ネ
ヴ
ィ
ル
が
新
ハ
リ
ン
ト
ン
主
義
者
と
称
せ

ら
れ
る
故
、
そ
の
相
違
も
示
し
て
い
る
（
１
）

。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
理
論
的
特
徴
事
項
を
概
観
し
て
い
る
Ｊ
・
ス
コ
ッ
ト
の
議
論
を
通

じ
て
、
こ
の
思
想
的
性
質
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

彼
は
、
そ
の
清
教
徒
革
命
な
い
し
内
戦
と
空
位
期
を
失
敗
と
示
す
。
ス
コ
ッ
ト
は
、
そ
れ
と
対
照
的
な
共
和
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
革

新
的
に
し
て
輝
か
し
い
成
功
と
位
置
づ
け
る
。
わ
れ
わ
れ
が
焦
点
を
あ
て
る
ハ
リ
ン
ト
ン
に
つ
い
て
、
当
然
な
が
ら
共
和
主
義
論
の
頂
点

に
あ
る
と
み
な
す
。
そ
の
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
思
想
に
つ
い
て
彼
は
、
二
つ
の
局
面
と
し
て
そ
の
研
究
傾
向
を
捉
え
て
い
る
。
即
ち
、

四
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一
方
に
は
、
彼
が
そ
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
す
る
古
く
か
ら
の
「
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
」
が
あ
る
。
他
方
に
は
、
戦
後
の
ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
共
和
主
義
に
つ
い
て
広
範
な
欧
米
に
わ
た
る
そ
の
影
響
力
の
視
野
か
ら
理
論
を
樹
立
し
よ
う
と
努
め
る
。

ス
コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
を
「
古
典
的
共
和
主
義
者
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
首
位
的
な
市
民
的
人
文
主
義

者
に
し
て
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
主
義
者
」
と
位
置
づ
け
た
と
い
う
。

ス
コ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
て
論
点
を
確
認
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
デ
ン
の
三
段
階
か
ら
な
る
イ
ギ
リ
ス
共
和
主
義
類
型
論
に
沿
い

つ
つ
、
よ
り
詳
細
な
五
段
階
説
を
披
露
す
る
。
即
ち
、
彼
は
「
共
和
主
義
的
経
験
」
と
い
う
語
彙
を
使
っ
て
、
一
六
四
九
年
か
ら
一
六
八
三

年
に
わ
た
る
時
代
に
そ
れ
が
及
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
の
五
段
階
説
に
つ
い
て
、
そ
の
第
一
段
階
（
一
六
四
九
─
一
六
五
三
）
は
、
こ
の
理

論
よ
り
も
わ
ず
か
に
先
立
っ
て
共
和
制
の
事
実
が
き
た
と
い
う
。
そ
の
第
二
段
階
（
一
六
五
六
）
に
お
い
て
、
こ
の
護
国
卿
制
に
反
対
し
、

か
つ
一
六
五
六
年
に
集
中
さ
れ
た
、
共
和
主
義
が
そ
の
規
模
を
拡
大
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
か
ら
Ｈ
・
ヴ
ェ
ィ
ン
へ
と
か
な
り
な

思
想
的
範
囲
に
及
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
政
治
的
敵
対
と
思
想
的
な
多
様
性
の
結
合
は
、
特
徴
的
な
状
態
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
三

段
階
（
一
六
五
九
）
は
、
共
和
主
義
者
達
が
そ
の
失
敗
を
凝
視
し
た
ご
と
く
、
一
六
五
九
年
に
そ
の
共
和
主
義
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
り
、

か
つ
そ
れ
を
示
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
復
古
さ
れ
た
君
主
制
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
る
が
、
一
六
六
五
年
か
ら
一
六
六
六
年
ま
で
欧
州
大
陸
の

亡
命
（
シ
ド
ニ
ー
）
に
よ
っ
て
存
在
し
た
（「
第
四
段
階
」）。
従
っ
て
ス
コ
ッ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
活
動
（
実
際
上
も
思
想
上
も
）
の

最
終
段
階
（
一
六
八
〇
年
か
ら
八
三
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
に
）
に
お
い
て
そ
れ
を
示
す
。
そ
の
第
二
段
階
か
ら
第
三
段
階
に
、
共
和
主
義
指
導
者

と
し
て
の
Ｈ
・
ヴ
ェ
ィ
ン
が
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
に
よ
る
最
後
の
第
五
段
階
（
一
六
八
〇
─
一
六
八
三
）
に
、
ヴ
ェ
ィ
ン
の
親
友
に
し
て
被
保

護
者
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
が
い
た
。
こ
の
段
階
に
加
え
る
の
は
国
策
評
議
会
の
も
う
一
人
の
成
員
で
あ
り
、
彼
の
又
従
兄
で
あ
る
ネ
ヴ
ィ
ル

で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
ス
コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
主
要
な
共
和
主
義
者
達
の
間
に
お
い
て
保
護
・
被
保
護
の
関
係
が
成
り

五
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立
つ
と
説
く
。
即
ち
、
ヴ
ェ
ィ
ン
を
保
護
者
と
し
そ
の
保
護
を
受
け
る
者
は
、
シ
ド
ニ
ー
と
ス
タ
ッ
ブ
（H

.S
tubbe

）
で
あ
り
、
シ
ド

ニ
ー
を
保
護
者
と
す
る
被
保
護
者
と
し
て
の
ビ
ー
ズ
ル
（S

.B
ethel

）
と
の
関
係
で
あ
り
、
ハ
リ
ン
ト
ン
を
被
保
護
者
と
し
ネ
ヴ
ィ
ル
を

パ
ト
ロ
ン
と
す
る
関
係
で
あ
る
と
締
め
括
る
（
２
）

。

ス
コ
ッ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
共
和
主
義
が
「
言
語
で
あ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
い
」
と
い
う
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
言
葉
を
借
用
し
つ
つ
、
本
論

に
入
る
。

「
実
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
四
つ
の
言
語
で
あ
っ
た
し
、
通
常
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
全
て
は
、
論
理
的
に
十
分
に
引
い
た

し
、
共
和
制
が
も
つ
一
六
四
九
年
以
前
の
思
想
的
遺
産
へ
の
多
か
れ
少
な
か
れ
適
応
的
傾
向
を
も
っ
た
。
自
然
法
理
論
は
、
内
戦
の
独
立

派
（
及
び
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
の
政
治
的
支
流
）
の
言
語
で
あ
っ
た
。
利
益
理
論
は
、
一
六
四
八
年
ま
で
に
新
型
軍
の
政

治
言
語
と
な
っ
て
い
た
。
古
典
的
共
和
主
義
は
、
初
期
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
の
か
な
り
な
再
編
成
を
含
ん
だ
。
共
和
主
義

も
同
時
期
に
古
来
の
立
憲
制
の
歴
史
的
適
応
を
用
い
た
。
ミ
ル
ト
ン
は
、
古
典
言
語
と
自
然
法
論
に
沿
っ
て
こ
れ
を
使
っ
た
。
ニ
ー
ダ
ム

は
、
古
典
的
言
語
と
利
益
理
論
を
使
っ
た
。
ヴ
ェ
ィ
ン
は
、
利
益
言
語
と
自
然
法
言
語
を
使
っ
た
。
シ
ド
ニ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
を
す

べ
て
使
っ
た
。
彼
は
、『
宮
廷
の
格
言
』（
一
六
六
五
─
六
）
で
オ
ラ
ン
ダ
の
共
和
主
義
者
達
と
関
係
づ
け
る
た
め
に
利
益
理
論
を
使
い
、

Ｒ
・
フ
ィ
ル
マ
ー
卿
（
初
期
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
に
お
け
る
）
の
『
家
父
長
論
』
に
お
け
る
古
典
的
共
和
主
義
論
・
自
然
法
論
・
古
来
の
立
憲
制

論
へ
の
攻
撃
に
答
え
る
た
め
に
そ
れ
ら
を
使
っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
語
の
全
て
は
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
わ
れ
わ
れ
が
ハ
リ
ン
ト
ン
の

『
オ
シ
ア
ナ
』
の
文
脈
に
焦
点
を
あ
て
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
古
典
的
共
和
主
義
で
あ
る
（
３
）

」
と
説
か
れ
る
。

周
知
の
如
く
、
Ｊ
・
ス
コ
ッ
ト
は
、
Ａ
・
シ
ド
ニ
ー
研
究
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
研
究
者
で
あ
る
（
４
）

。
彼
は
、
シ
ド
ニ
ー
に
つ

い
て
そ
の
誕
生
期
か
ら
そ
の
処
刑
時
ま
で
の
時
代
背
景
か
ら
、
こ
の
共
和
主
義
思
想
家
に
つ
い
て
第
一
次
資
料
を
駆
使
し
つ
つ
論
じ
る
者
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で
あ
る
（
５
）

。
そ
の
彼
は
、
清
教
徒
革
命
以
前
か
ら
の
政
治
理
論
を
四
つ
に
集
約
す
る
。
第
一
の
理
論
は
、
自
然
法
論
が
浸
透
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
。
次
が
利
益
理
論
で
あ
り
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
新
型
軍
が
採
用
し
た
言
語
で
あ
る
と
説
く
。
第
三
は
、
古
典
的
共
和
主
義

で
あ
り
、
最
後
が
古
来
の
立
憲
主
義
で
あ
っ
た
と
い
う
。
特
に
シ
ド
ニ
ー
は
、
そ
の
四
つ
の
全
て
言
語
を
駆
使
し
た
と
強
調
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
古
典
的
共
和
主
義
論
を
使
っ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
を
従
来
通
り
使
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。更

に
ス
コ
ッ
ト
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
以
前
の
論
者
が
、
既
に
彼
の
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
特
徴
を
示
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
二

つ
か
ら
な
る
。
第
一
に
、
そ
れ
は
、
武
力
の
強
調
で
あ
り
、
政
治
的
自
由
と
軍
事
力
の
同
一
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ミ
ル
ト
ン
に
よ
る
リ

ヴ
ィ
ウ
ス
へ
の
依
拠
で
あ
り
、
ニ
ー
ダ
ム
に
よ
る
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
へ
の
依
拠
で
あ
り
、
そ
の
共
和
制
の
大
い
な
る
軍
事
的
業
績
の
強
調

で
あ
る
と
説
く
。
も
う
一
つ
は
、
共
和
制
の
存
続
期
間
が
栄
光
的
で
あ
る
が
、
混
乱
し
か
つ
短
命
の
可
能
性
も
含
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
６
）

。

（
１
） J.P

ocock, ed., J.H
arrin

gton
: T

h
e C

om
m

on
w

ealth
 of O

cean
a an

d
 A

 S
ystem

 of P
olitics, 1992, p.xiii; 

及
び
拙
著
前
掲
、
三
一
六

頁
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
） J.S

cott, ‘T
he R

apture of M
otion ’, N

.P
hillipson et al., eds., P

olitical D
iscou

rse in
 E

arly M
od

ern

E
n

glan
d

, 1993, pp.139-142.

（
３
） J.S

cott, op. cit., pp.142-6.

（
４
） 

例
え
ば
、
Ｂ
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
は
、
彼
が
従
来
の
シ
ド
ニ
ー
像
を
変
え
た
と
評
価
す
る
。B

.W
orden, R

ou
n

d
h

ead
 R

epu
tation

s, 2001.

（
５
） J.S

cott, A
. S

id
n

ey an
d

 th
e E

n
glish

 R
epu

blic, 1623-1677, 1988; -, A
.S

id
n

ey an
d

 th
e R

estoration
 C

risis, 1677-83, 1991.

（
６
） J.S

cott, T
he R

apture of M
otion, p.145.
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第
三
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
論
の
理
論
的
背
景

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
で
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
主
義
者
達
の
政
治
理
論
枠
組
み
に
つ
い
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
を
中
心
に
他
の
共
和
主
義

者
達
も
概
観
し
て
き
た
。
更
に
本
節
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
重
要
な
論
点
が
内
戦
期
の
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
ら
と
共
通
す
る
こ
と
に
注
目

す
る
。
両
者
に
共
通
す
る
思
想
は
、
国
家
的
な
世
俗
的
権
威
の
源
泉
を
民
の
合
意
に
基
礎
づ
け
る
も
の
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
意
味

で
ウ
ィ
ッ
グ
的
系
譜
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
主
要
な
要
求
は
、
基
本
法
の
保
障
・
選
挙
権
改
革
・
宗
教
的
寛
容
・

及
び
広
範
な
社
会
経
済
的
苦
情
の
改
善
で
あ
っ
た
言
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
主
に
そ
れ
ら
を
包
括
的
な
事
項
と
し
て
論
及
す
る
こ
と
な

る
。
つ
ま
り
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
そ
れ
ら
は
、
必
ず
し
も
個
別
に
独
立
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
市
民
的
自
由
と
権
利
な
ど
の
主
張
と

し
て
相
互
に
関
連
す
る
も
の
と
解
釈
す
べ
き
も
の
で
も
あ
る
。
と
は
い
え
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
く
ま
で
そ
れ
が
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和

国
に
お
け
る
憲
法
の
背
景
と
し
て
論
じ
る
こ
と
と
な
る
故
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
制
約
上
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
１
）

。

そ
の
基
本
法
に
つ
い
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
古
典
的
共
和
主
義
理
論
を
主
に
使
っ
て
、
破
綻
し
た
、
絶
対
君
主
制
に
代
え
て
自
ら
の
イ

ギ
リ
ス
の
市
民
を
主
体
と
す
る
共
和
主
義
憲
法
を
構
築
し
よ
う
と
試
み
た
（
２
）

。
こ
の
視
点
は
、
当
然
な
が
ら
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
と
共
通
な
視
角

で
あ
る
。
こ
の
後
者
に
対
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
具
体
的
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
実
効
性
の
欠
如
を
見
抜
き
、
そ
れ
よ
り
も
具
体
的
に

し
て
実
現
可
能
な
基
本
的
枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
憲
法
が
一
見
し
て
き
わ
め
て
詳
細
に
わ
た
る
も
の

で
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
そ
の
『
国
民
協
約
』
を
意
識
し
か
つ
自
ら
の
憲
法
を
よ
り
具
体
的
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
側
面
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
（
３
）

。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
『
国
民
協
約
（
４
）

』
を
主
に
た
た
き
台
と
し
て

問
題
を
設
定
し
て
い
る
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

八
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ハ
リ
ン
ト
ン
と
同
様
に
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
立
場
も
、
こ
の
憲
法
を
軸
に
そ
の
国
家
の
基
礎
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
Ｇ
・

バ
ー
ジ
ェ
ス
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
憲
法
的
形
態
は
『
国
民
協
約
』
全
体
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
制
度
的
に
精
緻
化
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
政
府
が
そ
れ

ら
に
置
か
れ
た
制
限
を
尊
重
す
る
こ
と
を
確
か
に
す
る
少
し
の
機
構
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
暴
力
的
抵
抗
に
こ
れ
ら
を
変
え

る
の
か
、
或
い
は
彼
ら
自
体
の
自
制
が
効
果
的
で
あ
る
の
か
、
の
い
ず
れ
か
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
欠
点
は
、
あ
る
実
際
的
重
要
性
を
も
っ
た
。
政
治
的
正
統
性
の
基
礎
と
し
て
の
同
意
へ
の
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
大
い
な
る
依
拠

は
、
こ
れ
ら
を
き
わ
め
て
困
難
に
し
た
。
一
六
四
〇
年
代
後
半
に
、
国
民
の
大
多
数
が
あ
ま
り
に
も
熱
心
す
ぎ
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
が
評
価

す
る
自
由
（
特
に
良
心
の
自
由
）
に
つ
い
て
そ
の
主
権
者
を
お
か
す
の
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
た
（
５
）

」。
周
知
の
ご
と
く
、

こ
の
「
良
心
の
自
由
」
が
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
と
っ
て
宗
教
的
寛
容
の
基
本
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
各
新
教
徒
は
、
国
教
会
か
ら
の

自
由
を
よ
り
広
く
認
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、
こ
の
両
義
性
に
つ
い
て
ま
ず
問
題
視
す
る
。
本
項
は
、
そ

れ
が
こ
こ
に
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
良
心
の
自
由
と
い
う
形
で
の
強
い
宗
教
的
寛
容
論
と
な
る
と
み
な
す
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
が
国
民
協
約
と
い
う
形
式
を
と
る
の
は
、
そ
の
立
憲
主
義
方
式
に
よ
っ
て
明
確
と
な
っ
て
い
る

と
措
定
す
る
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
制
度
的
筋
道
や
そ
の
実
現
へ
の
工
程
論
な
ど
に
お
い
て
不
明
瞭
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第

一
に
、
こ
の
国
民
協
約
は
、
そ
の
国
民
の
自
由
や
参
加
を
確
保
す
る
た
め
の
統
治
機
構
に
お
い
て
、
そ
の
権
力
を
抑
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

な
ど
何
ら
規
定
し
な
か
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
こ
れ
は
、
そ
の
統
治
の
革
新
へ
の
工
程
論
と
し
て
武
力
的
方
式
を
と
る
の
か
、
或
い
は
平

和
裏
に
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
自
己
抑
制
方
式
を
と
る
の
か
の
い
ず
れ
か
を
仮
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
第
二
に
、
彼
ら
は
、

統
治
権
威
の
正
統
性
を
国
民
の
同
意
方
式
に
重
点
を
置
く
た
め
、
理
想
論
と
し
て
立
派
で
あ
る
が
、
そ
の
運
用
面
で
は
困
難
を
伴
う
こ
と
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に
な
る
。
な
る
ほ
ど
国
民
協
約
は
、
自
由
の
確
保
を
謳
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
多
数
か
ら
な
る
国
民
の
良
心
の
自
由
の
実
現
工
程
に
つ

い
て
不
明
確
で
あ
り
、
そ
う
し
た
代
表
者
達
に
よ
っ
て
確
保
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
そ
の
内
容
で
は
宗
教
的
寛
容
の
実
現
過
程

メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
関
し
て
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
国
民
協
約
の
内
容
で
は
多
数
の
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ぬ
こ
と

と
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
と
の
関
連
で
上
記
を
第
一
、
第
二
の
共
通
な
事
項
と
位
置
付
け
つ
つ
、
次
の
第
三
の
共
通
の
論
点
に
移
ろ
う
。
周

知
の
如
く
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
や
『
国
民
協
約
』
が
最
も
政
治
思
想
史
に
お
け
る
業
績
と
し
て
刻
印
さ
れ
る
の
は
、
男
子
普
通
選
挙
制
度
の
主

張
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
Ｈ
・
ア
イ
ア
ト
ン
（
彼
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
と
同
じ
独
立
派
の
指
導
者
で
あ
る
）
に
よ
っ
て
も
主
張
さ
れ
る
。

彼
は
、
そ
の
［
第
一
次
］『
国
民
協
約
』
の
第
一
条
に
お
け
る
「
議
会
の
代
表
選
挙
が
住
民
数
に
よ
り
公
平
に
比
例
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

な
ど
が
そ
れ
を
含
む
と
解
釈
し
た
。
さ
ら
に
第
三
次
国
民
協
約
は
、
明
確
に
二
一
歳
以
上
の
全
て
成
年
男
子
の
普
通
選
挙
権
を
規
定
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
選
挙
権
付
与
問
題
は
、
多
く
の
論
争
の
的
と
も
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
議
論
に
沿
っ

て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
論
点
を
確
認
す
る
に
止
め
る
。
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
は
、
国
民
の
多
数
か
ら
国
民
協
約
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

か
つ
選
挙
権
付
与
か
ら
政
治
的
に
責
任
能
力
の
な
い
人
々
を
除
く
よ
う
に
選
挙
権
を
定
義
づ
け
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、

ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
重
要
な
争
点
で
も
あ
り
、
か
な
り
な
紙
幅
を
要
す
る
故
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
深
入
り
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
と
い

う
の
は
前
記
の
如
く
こ
の
節
を
ハ
リ
ン
ト
ン
理
論
の
論
点
の
背
景
と
し
て
の
み
わ
れ
わ
れ
は
、
位
置
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
「
代
表
者
達
の
制
限
」
議
論
に
戻
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ム
の
問
い
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
即
ち
、「
よ
り
正
確
に

そ
の
国
民
が
信
頼
し
得
ぬ
と
あ
な
た
方
が
十
分
に
知
る
と
き
、
あ
な
た
方
は
何
を
な
さ
る
お
つ
も
り
で
す
か
。
或
い
は
よ
り
正
確
に
は
あ

な
た
方
は
、
民
会
が
そ
の
よ
う
に
信
頼
で
き
な
い
こ
と
を
十
分
に
知
る
と
き
何
を
な
す
の
で
す
か
」
と
。
こ
の
問
題
は
、
ミ
ル
ト
ン
か
ら

一
一
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一
六
六
〇
年
に
最
終
的
な
苦
い
怒
り
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
和
主
義
思
想
の
ま
さ
に
中
核
へ
と
ミ
ミ
ズ
の
如
く
押
し
入
る
。
ハ
リ
ン

ト
ン
は
、
他
の
も
の
以
上
に
一
つ
の
解
答
を
見
つ
け
た
。
し
か
し
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
が
そ
れ
を
知
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
少

し
の
遠
慮
も
示
さ
な
か
っ
た
。
更
に
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
そ
れ
を
続
け
る
（
６
）

。

「
他
の
共
和
主
義
者
達
（
ヴ
ェ
ィ
ン
と
ミ
ル
ト
ン
）
は
、
有
徳
な
人
々
の
支
配
を
他
の
問
題
の
解
決
と
し
て
提
起
す
る
よ
う
に
思
え
（
か
つ

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
な
急
進
主
義
の
範
囲
へ
と
共
和
主
義
を
引
き
入
れ
た
）、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
有
徳
な
憲
法
な
い
し
法
に
従
う
規

則
を
信
頼
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
詳
細
な
制
度
的
・
立
憲
制
的
構
造
へ
の
そ
の
異
常
な
ま
で
の
強
調
故
に
異
常
な
共
和
主
義
で
あ
っ
た
。

『
民
会
は
信
頼
し
得
ず
、
他
方
、
確
か
に
正
し
く
秩
序
づ
け
ら
れ
た
共
和
国
で
彼
ら
が
、
そ
の
共
和
国
に
従
う
以
外
に
他
の
提
案
を
も
ち

得
ぬ
』（W

orks, p.738

）。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
、
無
謬
性
の
自
ら
の
［
憲
法
］
条
項
の
自
信
は
卓
越
し
た
（
７
）

」。

こ
こ
で
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、
そ
れ
ら
の
論
者
が
愛
国
心
と
公
的
［
市
民
］
精
神
を
も
つ
人
々
に
そ
の
指
導
を
託
す
と
い
う
。
そ
の
ヴ
ェ
ィ

ン
と
ミ
ル
ト
ン
は
、
宗
教
的
に
急
進
主
義
的
な
性
格
を
も
つ
共
和
主
義
者
で
あ
る
故
、
そ
う
し
た
方
向
に
沿
っ
て
解
決
を
求
め
る
と
い
う
。

他
方
、
世
俗
的
共
和
主
義
者
に
し
て
立
憲
主
義
論
者
と
し
て
の
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
法
な
い
し
憲
法
に
従
う
支
配
に
そ
の
信
を
置
く
。
故
に

彼
は
、
オ
シ
ア
ナ
［
イ
ギ
リ
ス
］
の
共
和
国
的
憲
法
を
提
起
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
こ
う
し
た
民
会
な
い
し
国
民
議
会
が
信
じ
得
ぬ
場
合

に
法
の
遵
守
こ
そ
重
要
な
砦
で
あ
る
と
説
か
れ
る
と
い
う
。
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、
他
の
論
者
の
ご
と
く
、
法
制
度
に
対
す
る
強
い
信
頼
が
ハ

リ
ン
ト
ン
か
ら
読
み
取
れ
る
と
説
く
。

彼
は
、
引
き
続
き
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
と
の
関
連
で
ハ
リ
ン
ト
ン
理
論
の
背
景
を
示
す
が
、
よ
り
直
接
的
な
彼
の
論
述
を
含
む
も
の
に
よ
っ

て
確
認
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、『
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
、
或
い
は
一
般
に
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
と
称
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
主
張

さ
れ
る
統
治
と
宗
教
に
関
す
る
原
理
と
格
言
』（
一
六
五
九
）
分
析
と
い
う
匿
名
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
公
に
自
ら
の
諸
観
念
を
示
し

一
一
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た
こ
と
に
答
え
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
自
ら
の
政
治
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
公
然
と
対
照
し
た
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
諸
原

理
が
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
原
理
方
法
と
異
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
次
の
よ
う
に
所
謂
「
将
校
達
の
『
国
民
協
約
』」
分
析
を
書
い
た
。
そ

れ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
の
軍
議
評
議
会
の
討
議
で
修
正
さ
れ
た
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
第
二
次
国
民
協
約
（
一
六
四
八
─
九
年
一
二
月
か
ら

一
月
）
版
で
あ
っ
た
と
い
う
（
８
）

。
そ
れ
は
、
一
六
四
九
年
一
月
二
〇
日
に
、
軍
に
よ
っ
て
残
部
議
会
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
バ
ー
ジ
ェ

ス
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
更
に
次
の
よ
う
に
彼
ら
が
主
張
す
る
こ
と
と
し
、『
国
民
協
約
』
を
引
用
し
た
と
い
う
（
９
）

。

「『
こ
う
し
た
［
民
会
］
代
表
達
は
、
あ
る
こ
と
に
お
い
て
国
民
が
武
力
で
代
表
達
に
抵
抗
し
得
る
こ
と
を
除
き
、
主
権
力
を
も
つ
と
』。

レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
（
第
二
次
）
国
民
協
約
も
、『
将
校
達
の
協
約
』
も
正
確
に
は
そ
の
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
両
方
と
も
そ
の

代
表
に
抗
し
て
抵
抗
の
た
め
に
あ
る
範
囲
を
認
め
、
後
者
は
、
そ
れ
が
『
こ
う
し
た
代
表
達
は
、
こ
の
国
民
協
約
に
含
ま
れ
た
共
通
の
権

利
・
自
由
・
及
び
安
全
の
基
礎
を
明
ら
か
に
放
棄
し
、
或
い
は
与
え
、
か
つ
取
り
去
る
と
こ
ろ
』
で
正
統
で
あ
る
と
特
記
す
る
（
10
）

」。

つ
ま
り
こ
こ
で
は
従
来
の
主
権
力
の
保
有
を
何
ら
否
定
し
て
い
な
い
と
ハ
リ
ン
ト
ン
自
身
は
、
確
認
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
国
民
協

約
は
、
彼
ら
の
代
表
に
対
し
て
抵
抗
の
範
囲
を
認
め
る
な
ど
と
も
、
か
つ
そ
う
し
た
本
来
の
国
民
の
権
利
な
ど
を
放
棄
し
た
り
、
そ
れ
ら

を
与
え
た
り
、
か
つ
そ
れ
ら
を
取
り
去
る
規
定
を
正
統
と
具
体
的
に
記
す
こ
と
を
妥
当
と
見
な
す
と
い
う
。
即
ち
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ

ば
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
が
重
要
な
部
分
で
曖
昧
で
あ
り
、
か
つ
主
権
力
の
持
続
的
安
定
性
を
欠
く
と
批
判
す
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
は
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
ら
の
立
憲
主
義
の
思
想
的
失
敗
を
は
っ
き
り
と
認
め
た
。
最
後
に
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、

次
の
よ
う
に
ハ
リ
ン
ト
ン
が
言
っ
て
い
る
こ
と
で
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
欠
点
を
指
摘
す
る
。

「
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
要
約
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
張
が
と
も
に
『
率
直
な
矛
盾
』
と
『
全
く
の
ア
ナ
ー
キ
ー
』

で
あ
る
と
記
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
民
会
［
国
民
］
代
表
が
真
の
主
権
力
で
あ
る
故
、
前
者
（
率
直
に
矛
盾
）
で
あ
る
。『
主
権
力
が
君
主

一
二
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制
自
体
［
に
あ
る
］
如
く
、
全
体
的
で
も
絶
対
的
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
少
し
の
統
治
も
あ
り
え
ぬ
』
と
。
…
…

『
共
和
国
の
大
義
で
あ
る
も
の
は
、
主
権
力
の
制
限
で
は
な
く
、
…
統
治
を
侵
害
し
か
つ
乱
す
…
…
…
命
令
か
ら
の
解
放
な
い
し
対
処

で
あ
る
（
11
）

。』」

こ
こ
で
の
論
点
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
が
主
権
を
制
限
す
べ
き
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
主
権
力

の
存
在
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
法
制
度
に
よ
る
法
の
支
配
に
よ
っ
て
専
断
的
な
濫
用
を
抑
止
し
た
り
、
共
有
し
た
り
、
か
つ
諸
階
級

で
均
衡
を
図
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
） 

周
知
の
ご
と
く
、
国
民
協
約
に
お
い
て
抽
象
的
で
あ
る
が
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
る
。
社
会
経
済
的
苦
情
問
題
は
、
多
様
で

あ
る
が
、
例
え
ば
、
十
分
の
一
税
の
廃
止
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
『
国
民
協
約
』
の
原
文
は
、
次
の
文
献
な
ど
に
含
ま
れ
る
。J.O

tteson, ed., T
h

e L
evellers, T

hoem
m

es P
ress, 5 vols., 2003, etc.

（
２
） 

ネ
ヴ
ィ
ル
は
、
自
ら
の
統
治
機
構
改
革
提
案
を
「
新
立
憲
制
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
と
言
っ
て
い
る
（
拙
著
前
掲
、
第
八
章
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

ネ
ヴ
ィ
ル
は
、
確
か
に
イ
ギ
リ
ス
史
観
で
は
古
来
の
立
憲
制
を
認
め
る
が
、
そ
れ
が
新
し
い
時
代
に
そ
ぐ
わ
ぬ
ゆ
え
、
そ
の
改
革
を
主
張
す
る
。
こ

れ
は
シ
ド
ニ
ー
に
も
言
え
る
（A

.S
idney, D

iscou
rces con

cern
in

ig G
overn

m
en

t, 1990

）。

（
３
） J.P

ocock, ed., T
h

e P
olitical W

orks of J.H
arrin

gton
, 1977, pp.210-340.

（
４
） J.P

.K
enyon, ed., T

h
e S

tu
art C

on
stitu

tion
, 1603-1688, 1986, pp.274-276; J.O

tteson, ed., op. cit., etc.

（
５
） G

.B
urgess, T

h
e B

ritish
 P

olitical T
h

ou
gh

t, 1500-1660, 2009, p.347.

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
バ
ー
ジ
ェ
ス
が
ハ
リ
ン
ト
ン
の
宗
教
観
と
そ
の
寛
容
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
文
章
を
示
し
て
み
よ
う
。

「
オ
シ
ア
ナ
に
お
い
て
『
国
教
へ
の
配
慮
と
良
心
の
自
由
の
擁
護
』
を
託
さ
れ
た
（
市
民
的
）
宗
教
評
議
会
が
あ
る
。
こ
の
構
造
は
、
市
民
的
権

力
に
か
つ
次
の
よ
う
な
要
求
に
服
す
る
エ
ラ
ス
ト
ゥ
ス
主
義
的
教
会
を
も
つ
『
市
民
宗
教
』
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、『
宗
教
事

一
三
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項
に
い
か
な
る
強
制
力
も
こ
の
国
家
で
行
使
し
な
い
』［W

orks, p.251

］
と
」（G

.B
urgess, op. cit., p.363

）。

こ
れ
は
、
彼
も
言
う
よ
う
に
ホ
ッ
ブ
ズ
と
同
じ
見
解
で
あ
り
、
か
つ
ネ
ヴ
ィ
ル
と
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
ネ
ヴ
ィ
ル
の
宗
教
的
寛
容
論
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
も
及
ぶ
。

（
６
） G

.B
urgess, op. cit., pp.347-8.

（
７
） 

Ibid
.

（
８
） 

Ibid. 

（W
orks, pp.657-8

）.

（
９
） 

Ibid.

（
10
） 

Ibid.

（
11
） 

Ibid., pp.348-9.

第
四
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
「
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
）」
概
念
の
検
討

［
１
］　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
原
理
と
し
て
の
「
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
）」

わ
れ
わ
れ
は
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
論
の
中
核
に
は
、
効
率
的
に
し
て
活
力
が
あ
り
、
か
つ
長
き
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
性
を
も
つ

政
体
原
理
が
あ
る
と
想
定
す
る
。
つ
ま
り
絶
対
君
主
制
は
、
そ
の
国
民
の
活
力
を
い
か
せ
ず
、
そ
の
持
続
性
も
も
た
ぬ
と
み
な
し
、
一
人

支
配
の
権
力
の
濫
用
を
阻
止
し
、
か
つ
そ
う
し
た
支
配
を
否
定
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
指
導
能
力
の
あ
る
人
々
の
指
導
を
中
心
と
し
、
か
つ

活
力
を
も
つ
人
々
の
原
動
力
を
活
か
せ
る
集
団
指
導
型
共
和
政
体
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト
ン
が
主
張
す
る
「
平
等
な

共
和
国
」
な
い
し
「
自
由
国
家
［
民
に
よ
る
統
治
国
家
］」
の
大
枠
は
、
多
数
者
が
最
終
決
定
権
を
も
つ
政
体
を
含
意
す
る
。
こ
の
具
体
的

な
表
現
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
主
義
者
に
し
て
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
カ
ル
な
論
者
で
あ
る
、
Ｈ
・
ネ
ヴ
ィ
ル
に
お
け
る
広
義
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
定

一
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義
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
（
１
）

。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
後
述
の
「
平
等
な
共
和
国
」
の
定
義
に
内
包
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
で
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
論
の
背
景
と
し
て
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
よ
る
『
国
民
協
約
』
の
問
題
点
を
克
服
し
よ
う
す

る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
特
に
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
説
明
を
叩
き
台
と
し
て
確
認
し
て
き
た
。
即
ち
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
曖
昧

さ
が
顕
著
な
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
自
由
主
義
的
立
憲
制
に
よ
っ
て
、
国
家
の
安
定
が
保
ち
得
ぬ
と
い
う
。
そ
う
し
た
背
景
下
で
わ
れ
わ
れ
は
、

ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
概
念
を
論
じ
る
前
に
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
の
基
礎
的
前
提
に
つ
い
て
纏
め
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う

の
は
特
定
の
平
等
な
共
和
国
概
念
は
、
そ
の
総
論
的
枠
組
み
に
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
も
わ
れ
わ
れ
が
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
論
の
三
つ
の
主
要
原
理
が
共
和
制
・
農
地
法
・
統
治
官
職
輪
番
制
で
あ
る
こ
と
を
措
定

す
る
こ
と
に
関
わ
る
。
と
い
う
の
は
ハ
リ
ン
ト
ン
の
論
理
が
か
な
り
絡
み
合
っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
相
互
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
従
っ
て
本
節
も
、
前
の
バ
ー
ジ
ェ
ス
に
よ
る
ハ
リ
ン
ト
ン
論
が
簡
明
な
形
で
論
じ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
も
こ
こ
で

使
う
こ
と
と
す
る
。

彼
は
、「
共
和
国
（
共
通
の
富
な
い
し
共
通
の
利
益
を
第
一
義
的
に
お
く
社
会
を
意
味
す
る
）
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
他
の
共
和
主
義
者
が

称
賛
し
た
と
き
の
み
で
あ
る
（
２
）

」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
Ｂ
・
ク
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
る
条
件
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
マ

キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
共
和
主
義
を
六
条
件
に
項
目
化
す
る
。
そ
れ
ら
は
、「
慣
習
と
伝
統
の
尊
重
・
都
市
に
よ
る
地
方
支
配
の
成
立
・
大
き

な
中
間
階
級
の
存
在
・
民
衆
的
権
力
の
制
度
化
の
存
在
・
市
民
（
公
共
）
精
神
な
い
し
有
徳
が
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
・
こ
れ
ら
の
知
識

が
存
在
す
る
こ
と
」
で
あ
る
（
３
）

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
要
件
は
、
全
て
が
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
要

点
の
全
体
的
内
容
に
お
け
る
意
味
を
ハ
リ
ン
ト
ン
が
共
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
論
は
、
絶
対
君
主
（
通
常

的
君
主
）
な
き
貴
族
と
市
民
に
よ
る
混
合
政
体
的
均
衡
論
で
あ
る
。
立
法
提
案
を
な
す
貴
族
的
元
老
院
・
決
議
す
る
民
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

衆
的
政
体
的
代
表

一
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（
四
〇
〇
）

議
会
・
そ
れ
ら
の
法
を
執
行
す
る
君
主
（
非
絶
対
的
）
的
統
治
組
織
か
ら
構
成
す
る
。
従
っ
て
統
治
官
職
は
、「
輪
番
制
的
選
挙
」
な
ど
を

通
じ
て
、
主
権
的
二
院
（
元
老
院
［
或
い
は
騎
士
議
院
］
も
代
表
議
院
も
当
然
輪
番
制
的
選
挙
に
従
う
）
に
従
属
な
い
し
抑
制
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
統
治
官
職
制
は
、
代
表
議
会
の
理
性
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
現
行
法
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
法
を
超
越
し
て
行
動
し
て
は

な
ら
ぬ
と
い
う
（
４
）

。

こ
れ
は
、
統
治
形
態
が
真
の
道
徳
的
権
威
を
も
つ
問
題
に
対
す
る
解
答
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
概
述
さ
れ
た
基
本
構
造
に

よ
っ
て
共
通
の
利
益
に
仕
え
た
真
の
共
和
国
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
共
和
国
市
民
達
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
平
和
的
に
し
て
服
従
的
と
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
い
う
の
は
彼
ら
は
、
そ
れ
が
自
利
的
市
民
に
あ
ふ
れ
た
世
界
に
仕
え
る
限
り
、
彼
ら
自
身
の
利
益
に
仕
え
る
た

め
に
形
成
さ
れ
た
有
徳
な
法
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
理
全
体
を
完
成
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
た
さ

ら
な
る
一
つ
の
要
素
が
あ
っ
た
。
完
全
な
安
定
を
も
つ
共
和
国
は
、
平
等
な
共
和
国
で
あ
り
か
つ
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
に

「
平
等
な
共
和
国
」
が
安
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
内
の
平
和
と
静
穏
を
保
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
こ
の
平
等
が

「
均
衡
が
と
れ
た
」
を
含
意
す
る
場
合
も
あ
り
、
表
現
上
難
点
も
示
す
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
階
序
制
は
、
む
し
ろ
不
平
等
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
が
主
に
含
意
す
る
基
本
的
平
等
と
は
や
や
意
味
合
い
が
異
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
は
、
社
会
的
均
衡
が
ア
ナ
ー
キ
ー

よ
り
も
む
し
ろ
調
和
を
生
み
だ
す
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
は
、
基
本
的
な
内
容
を
含
意
す
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
平
等
な
共
和
国
に
お
い
て
権
力
と
権

威
が
相
互
に
相
並
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
５
）

。
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
、
そ
の
「
平
等
な
共
和
国
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
周
知
の
原
文
を
引

用
す
る
。

「
平
等
な
共
和
国
は
、
…
…
［
既
に
言
わ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
］
次
の
よ
う
な
上
部
構
造
な
い
し
三
法
制
へ
と
現
れ
る
、
農
地
法

一
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の
上
に
樹
立
さ
れ
た
統
治
（
政
体
）
で
あ
る
。
即
ち
、
討
議
し
か
つ
提
案
す
る
元
老
院
・
決
議
す
る
民
会
・
及
び
民
会
選
挙
を
通
じ
て
、

平
等
な
輪
番
制
に
よ
っ
て
執
行
す
る
統
治
官
職
制
で
あ
る
（
６
）

」。

こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
ま
さ
に
三
つ
の
共
和
国
の
主
要
原
理
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
従
来
の
評
価
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
社
会
経
済
的
要
因
、
即
ち
、
国
家
の
下
部
構
造
事
項
を
含
む
も
の
が
農
地
法
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ

で
は
バ
ー
ジ
ェ
ス
に
よ
る
簡
明
な
説
明
に
よ
っ
て
総
論
部
分
を
締
め
括
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
農
地
法
は
、「
貴
族
制
の
少
数
者
の

範
囲
内
で
、
い
か
な
る
人
も
い
か
な
る
人
々
の
数
も
、
自
分
達
の
土
地
所
有
に
よ
っ
て
国
民
全
体
の
力
を
上
回
り
え
ぬ
こ
と
を
（
７
）

」
確
か
に

す
る
も
の
を
意
味
し
た
。

農
地
法
は
、
そ
れ
が
他
の
形
で
あ
り
得
る
以
上
に
い
か
な
る
支
配
形
態
よ
り
も
安
定
的
で
あ
り
得
る
。
し
か
し
恒
常
的
安
定
は
、
平
等

な
農
地
法
が
民
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

衆
的
政
体
的
な
共
和
制
に
適
切
な
財
産
を
固
定
す
る
と
き
の
み
、
確
か
に
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
真
の
道
徳
的
権
威

を
も
つ
共
和
国
の
上
部
構
造
に
そ
の
基
礎
を
与
え
た
。
と
い
う
の
は
そ
れ
は
、
共
通
利
益
の
た
め
に
法
を
形
成
し
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
が
示
し
て
い
る
如
く
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
最
小
限
の
要
件
は
、
二
院
制
立
法
部
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
強
調
さ
れ
た
如
く
、

統
治
官
制
は
、
公
職
輪
番
制
に
よ
り
異
な
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
た
法
を
執
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
選
択
は
、
秘
密
投
票
を

使
用
す
る
選
挙
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
三
番
目
の
主
要
原
理
で
あ
る
公
職
輪
番
制
は
、
統
治
官
職
の
延
長
化
を
避
け
る
の
に
必
要
で

あ
っ
た
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
は
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
自
身
の
利
益
に
お
い
て
統
治
す
る
支
配
者
達
の
恒
常
的
エ

リ
ー
ト
を
創
設
し
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
８
）

。

一
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［
２
］　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
「
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
）」
と
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

ハ
リ
ン
ト
ン
の
「
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
［
民
に
よ
る
統
治
国
家
］）」
概
念
に
関
す
る
本
節
は
、
わ
れ
わ
れ
の
本
論
と
な
る
故
、
よ
り

直
接
的
表
現
に
よ
っ
て
、
特
に
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
表
現
の
論
及
か
ら
開
始
し
た
い
。

そ
の
献
呈
の
辞
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
護
国
卿
で
あ
る
閣
下
に
捧
げ
る
（
９
）

」
と
な
っ
て
い

る
。
通
常
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
、
こ
の
献
呈
の
言
葉
か
ら
開
始
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
も
そ
の
「
共

和
国
」
概
念
を
主
題
と
す
る
論
者
も
、
そ
の
慣
例
に
従
っ
て
論
及
し
始
め
る
。
そ
れ
は
、
Ｊ
・
Ｃ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
で
あ
り
、
ハ
リ
ン
ト
ン

が
、
当
時
の
独
裁
的
地
位
に
あ
っ
た
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
護
国
卿
の
強
権
的
に
し
て
偏
っ
た
体
制
に
対
し
て
、
よ
り
権
力
抑
制
的

憲
法
を
促
そ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、「
ハ
リ
ン
ト
ン
が
君
主
制
の
あ
り
得
る
予
想
と
取
り
組
ん
だ
如
く
、
護

国
卿
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
向
か
う
と
き
、
そ
れ
は
、
彼
を
説
得
し
て
彼
自
身
の
野
心
を
鎮
め
、
か
つ
彼
自
身
か
ら
権
力
を
奪
う
た
め
、
彼

の
栄
光
へ
の
渇
望
に
訴
え
た
（
10
）

」。
こ
の
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
一
方
で
ハ
リ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
法
的
枠
組
み
を
齎
す
た
め
に
、
こ
の
護
国
卿
の

野
心
に
訴
え
た
と
い
う
。
他
方
で
ハ
リ
ン
ト
ン
が
、
こ
の
引
用
符
に
あ
る
そ
の
独
裁
的
権
力
を
放
棄
さ
せ
る
た
め
、
栄
誉
心
に
訴
え
て
い

る
こ
と
と
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ポ
ー
コ
ッ
ク
が
述
べ
る
如
く
、『
オ
シ
ア
ナ
』
は
、
確
か
に
形
式
的
に
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
あ
る
が
、
内
容
に
お
い
て
少
な
く
と
も
現

実
に
適
用
可
能
な
も
の
と
し
て
問
題
を
設
定
し
、
か
つ
そ
の
抑
制
の
効
か
ぬ
政
府
に
対
す
る
解
決
策
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
理
想
社
会
を
想
定
し
て
構
想
す
る
と
主
張
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン

は
、
一
六
五
〇
年
代
の
諸
困
難
に
直
面
し
た
と
し
て
も
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
権
力
の
中
枢
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
自
ら
の
合
理

的
法
的
枠
組
み
に
よ
っ
て
移
行
し
得
る
と
み
な
し
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
如
き
思
い
切
っ
た
国
民
主
体
的
統
治

一
八



Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
）
の
一
考
察
（
倉
島
）

（
四
〇
三
）

を
支
柱
と
す
る
自
由
主
義
的
理
想
論
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
平
準
化
の
欠
点
が
露
呈
す
る
状
況
で
は
自
ら
が
合
理
的
と
み
な
す
範
囲
を

超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
彼
が
認
識
し
た
如
く
、
当
時
の
社
会
状
況
は
、「
貴
族
か
ら
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
及
び
ヨ
ー
マ
ン
」
に
そ
の

財
産
権
を
よ
り
多
く
所
有
す
る
社
会
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
彼
ら
が
そ
の
貴
族
に
代
わ
っ
て
、
権
力
の
地
位

に
就
く
べ
き
と
い
う
も
の
が
「
平
等
な
共
和
国
」
な
い
し
自
由
国
家
論
の
本
旨
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
［
民
衆
的
政
体

的
］」
統
治
政
体
で
あ
る
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
れ
が
合
理
的
に
し
て
均
衡
的
で
、
安
定
し
た
共
和
制
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、

ハ
リ
ン
ト
ン
主
義
者
で
あ
る
、
Ｈ
・
ネ
ヴ
ィ
ル
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
財
産
権
に
基
づ
く
政
体
の
趣
旨
で
も
あ
っ
た
（
11
）

。
し
か
し
な
が
ら
、

ハ
リ
ン
ト
ン
の
場
合
は
、
自
然
的
貴
族
制
の
優
れ
た
指
導
力
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
主
に
元
老
院
の
機
能
を
担
わ
せ
よ
う

と
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
意
図
で
あ
る
。

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
視
点
か
ら
ハ
リ
ン
ト
ン
の
「
平
等
な
共
和
国
（
自
由
国
家
）」
論
を
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
が
、
そ
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
焦
点
を
あ
て
る
故
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
に
沿
っ
た
論
点
に
従
っ
て
こ
の
概
念
を
検

討
し
て
み
よ
う
。

「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
の
本
質
的
特
徴
の
確
認
は
、
二
つ
の
次
元
を
も
つ
。
よ
り
一
般
的
な
確
認
［
第
一
］
次
元
は
、
自
然
的
不

平
等
・
秩
序
の
保
障
機
関
と
し
て
の
階
序
制
・
及
び
平
準
化
と
ア
ナ
ー
キ
ー
と
の
連
想
の
恐
れ
を
も
つ
諸
観
念
に
浸
透
さ
れ
た
社
会
に
お

け
る
そ
の
発
生
と
影
響
の
次
元
で
あ
る
（
12
）

」。

デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
専
制
的
手
法
に
よ
っ
て
そ
の
活
力
あ
る
人
々
を
抑
圧
し
て
い
る
状
況
を
想
定
す
る
。
ハ
リ
ン

ト
ン
の
平
等
は
、
そ
れ
が
合
理
的
な
活
力
あ
る
人
々
を
活
か
せ
ぬ
と
い
う
意
味
を
も
つ
故
、
そ
の
抑
制
な
き
専
断
的
支
配
を
是
正
す
る
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
。
こ
う
し
た
ハ
リ
ン
ト
ン
の
認
識
か
ら
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
彼
の
共
和
主
義
の
よ
り
具
体
的
特
徴
の
側
面
を
一
般

一
九
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と
特
殊
と
に
分
け
、
そ
れ
に
切
り
込
む
。
彼
は
そ
の
一
般
的
次
元
と
し
て
、
ま
ず
自
然
的
不
平
等
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
、
前
記
の
貴
族
が

自
然
的
指
導
力
を
も
ち
、
他
の
者
に
は
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
そ
の
統
治
機
構
が
具
現
さ
れ
る
。
次
に
秩
序
の
制
度
的
保
障
機
関
と

し
て
の
階
序
制
の
容
認
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
版
の
公
的
官
僚
機
構
論
と
共
通
す
る
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
的
な
権
限
と
命
令
の
体
系
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
役
割
や
分
業
な
ど
に
お
い
て
も
合
理
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
れ
が
も

つ
否
定
的
局
面
で
あ
り
、
そ
れ
が
平
準
化
と
混
乱
で
あ
り
、
こ
れ
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
そ
の
連
想
か
ら
生
じ
る
当
時
の
イ

ギ
リ
ス
の
人
々
の
意
識
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
が
諸
々
の
影
響
を
齎
す
次
元
で
あ
る
（
13
）

。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
こ
う
し
た
国
民
水
準
に
お
け

る
影
響
力
に
注
目
す
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
民
衆
の
活
力
と
関
連
す
る
事
項
で
あ
る
。

続
い
て
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
特
定
的
な
共
和
主
義
の
［
第
二
］
次
元
に
移
る
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
基
本
的
な
平
等
主
義
が
具
体
的

な
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
と
自
ら
が
共
有
す
る
君
主
な
き
共
和
政
体
問
題
に
関
わ
る
。
し
か
し
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
後
者
に
軍
を
背
景
と
す
る
強
権

的
支
配
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
広
範
な
活
力
を
生
か
し
、
か
つ
そ
れ
が
持
続
可
能
性
を
も
つ
要
素
に
な
り
得
る
こ
う
し
た

市
民
の
政
治
参
加
に
関
わ
る
課
題
で
も
あ
っ
た
（
14
）

。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
そ
れ
を
以
下
で
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
枠
組
み
の
中

で
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

［
３
］　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
論
に
お
け
る
そ
の
平
等
と
不
平
等

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
の
大
枠
が
多
数
者
に
よ
る
最
終
決
定
権
を
も
つ
も
の
と
確
認
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
活

力
あ
る
市
民
的
勢
力
に
よ
る
政
体
下
に
あ
る
彼
の
理
想
的
社
会
［
わ
れ
わ
れ
は
、
必
ず
し
も
ハ
リ
ン
ト
ン
が
究
極
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
理

想
論
と
し
て
そ
う
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
み
な
す
］
の
条
件
を
満
た
さ
ぬ
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ハ
リ
ン
ト

二
一
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ン
の
平
等
を
よ
り
特
定
可
能
と
考
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
論
理
を
辿
り
つ
つ
そ
の
平
等
概
念
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
平
等
は
財
産
所
有
権
の
個
人
的
平
等
を
含
意
し
な
い
。
そ
れ
は
、
要
す
る
に
結
果
の
平
等
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
言
葉
で
い
え
ば
、
平
準
化
の
拒
否
で
あ
る
。

第
二
に
、
平
和
的
な
共
和
制
は
、
政
治
的
な
役
割
を
具
現
せ
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
が
前
に
言
及
し
た
自
然
的
貴
族
制
は
、
そ
の
指
導
能
力
を

備
え
る
も
の
と
理
解
す
る
。
こ
れ
は
、
古
代
の
知
恵
に
（
討
議
し
か
つ
提
案
す
る
元
老
院
に
）
あ
ま
り
に
も
重
点
を
置
き
過
ぎ
る
ハ
リ
ン
ト

ン
モ
デ
ル
の
問
題
点
で
も
あ
る
。
ネ
ヴ
ィ
ル
の
場
合
は
、
民
会
な
い
し
代
表
議
会
の
優
越
を
念
頭
に
置
く
故
、
逆
に
ハ
リ
ン
ト
ン
よ
り
も

未
来
的
に
は
よ
り
合
理
性
を
も
つ
と
も
見
な
し
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
貴
族
が
富
に
恵
ま
れ
る
故
、
知
的
涵
養
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
長
所
と
し
て
示
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
市
民
達
の
指
導
力
よ
り
も
エ
リ
ー
ト
に
期
待
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
よ
く
解
す
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
能
力
主
義
を
こ
こ
で
は
貫
く
と
の
解
釈
も
で
き
る
。
更
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
混
合
政
体

的
共
和
制
論
に
は
、
市
民
に
つ
い
て
も
収
入
に
よ
る
差
別
も
導
入
す
る
。
加
え
て
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
多
数
者
と
貴
族
の
教
育
に
お
け
る
差

別
を
示
し
、
彼
が
結
果
の
平
等
を
肯
定
し
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
で
き
る
（
15
）

。

第
三
に
、
統
治
官
職
選
挙
の
輪
番
制
に
お
け
る
平
等
で
な
い
側
面
を
確
認
す
る
。
も
ち
ろ
ん
ハ
リ
ン
ト
ン
の
理
論
の
長
所
は
、
広
範
な

市
民
の
統
治
参
加
に
あ
る
が
、
幾
つ
か
の
範
疇
が
除
か
れ
る
詳
細
に
関
わ
る
。
要
点
の
み
確
認
す
れ
ば
、
年
齢
制
限
・
女
性
・
及
び
経
済

的
な
従
属
面
か
ら
の
除
外
例
を
示
す
。
独
身
者
が
元
老
院
と
民
会
へ
の
選
挙
資
格
が
除
か
れ
て
い
る
。
経
済
的
自
己
管
理
に
お
け
る
失
敗

者
が
除
か
れ
て
い
る
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
が
ま
と
め
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
お
い
て
「
市
民
と
非
市
民
と
に
お
い
て
、
財
産
と
所

得
・
年
齢
・
性
別
・
結
婚
の
地
位
・
経
済
的
知
恵
・
及
び
軍
事
任
務
の
遂
行
基
盤
で
法
的
差
別
を
（
16
）

」
設
け
て
い
る
。
現
代
の
そ
れ
に
関
し

て
も
制
約
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
当
時
の
時
代
状
況
の
反
映
と
み
な
す
観
点
か
ら
か
な
り
実
際
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

二
一
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も
ハ
リ
ン
ト
ン
流
の
活
力
の
あ
る
政
体
の
視
角
も
想
定
で
き
る
が
、
男
女
普
通
選
挙
制
的
見
地
か
ら
は
、
か
な
り
の
条
件
を
欠
く
こ
と
は

否
定
し
得
ぬ
。

さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ
の
憲
法
に
お
け
る
重
要
な
平
等
不
平
等
基
準
の
特
徴
は
、
地
位
の
不
平
等
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
市
民
間
の
行

動
の
区
別
が
あ
る
前
提
に
基
づ
く
と
い
う
。『
オ
シ
ア
ナ
』
に
お
け
る
全
市
民
は
、
自
治
な
い
し
他
者
に
対
す
る
支
配
の
あ
る
範
囲
を
も

つ
に
足
る
ほ
ど
独
立
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
特
に
市
民
達
が
全
て
男
性
の
家
族
の
長
で
あ
る
と
い
う
。
か
く
し
て
女
子
供
、
及
び
独
身
者

が
除
外
の
対
象
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
こ
の
独
立
性
は
、
こ
の
共
和
制
の
根
本
的
基
盤
を
な
す
。
こ
こ
に
こ
の
政
体
の
活
力
を
ハ
リ
ン

ト
ン
は
、
基
礎
づ
け
る
。
従
っ
て
彼
に
と
っ
て
従
属
は
、
持
続
可
能
な
国
家
の
活
力
を
損
な
う
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
市
民
達
は
、
偏
り

な
く
し
て
共
同
体
な
い
し
集
団
自
治
へ
と
入
る
ほ
ど
独
立
的
で
あ
る
。
故
に
聖
職
者
・
法
律
家
・
及
び
医
師
と
い
っ
た
知
的
職
業
人
は
、

典
型
的
に
そ
の
糧
を
他
者
に
依
存
す
る
ゆ
え
、
除
外
さ
れ
る
と
説
か
れ
る
（
17
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
活
動
的
市
民
範
疇
に
残
る
人
々
全
て
が
な
お
、
服
従
な
く
し
て
市
民
生
活
に
参
加
す
る
ほ
ど
独
立
的
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
次
の
よ
う
に
古
典
的
人
文
主
義
様
態
で
論
じ
る
の
に
関
わ
っ
た
。
即
ち
、
平
等
な
共
和
国
な
い
し
自
由
国

家
は
、
卓
越
性
と
平
凡
性
か
ら
な
る
階
序
制
を
も
つ
が
、
彼
ら
の
構
成
が
有
徳
な
い
し
そ
の
欠
如
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
。
と
は

い
え
そ
こ
に
は
階
序
制
が
存
在
し
、
貴
族
な
い
し
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
は
、
一
般
人
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
般
人
は
、
抑
制

さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
上
位
者
達
に
対
し
服
従
的
に
行
動
す
る
社
会
集
団
の
縦
の
結
合
が
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
で
さ
え
、
軍
将
校
と
一

般
兵
士
と
の
そ
れ
に
対
す
る
関
係
（
そ
れ
が
市
民
間
で
注
目
さ
れ
れ
ば
）
に
た
と
え
た
。
従
っ
て
職
工
か
ら
な
る
共
和
国
は
、
そ
の
市
民
達

が
市
民
的
知
恵
を
達
成
す
る
余
暇
を
も
た
ぬ
故
、
不
可
能
な
ほ
ど
不
安
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
政
治
的
議
論
が
秩
序
立
っ
た
共
和
国

に
お
い
て
国
民
間
で
禁
じ
ら
れ
る
理
由
で
あ
っ
た
。
正
常
な
状
態
で
一
般
身
分
は
、
よ
り
立
派
な
身
分
な
い
し
賢
者
達
の
面
前
で
遠
慮

二
二
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（
注
目
に
よ
っ
て
そ
の
能
力
を
認
め
、
か
つ
彼
ら
か
ら
尊
敬
を
受
け
る
こ
と
を
素
晴
ら
し
い
名
誉
と
み
な
す
）
を
示
そ
う
。
こ
の
理
由
で
、
選
ば
れ
た

地
位
の
割
り
当
て
は
、（
よ
り
貧
し
い
市
民
で
あ
る
）
歩
兵
に
留
保
さ
れ
る
（
18
）

。

「
さ
も
な
け
れ
ば
、
国
民
［
民
会
］
は
、
必
ず
次
の
よ
う
に
正
に
初
め
に
よ
り
よ
き
身
分
の
極
め
て
多
く
の
者
を
選
出
し
よ
う
。
即
ち
、

そ
こ
に
は
適
正
な
民
会
議
員
を
供
す
る
歩
兵
な
い
し
最
も
卑
し
い
身
分
出
身
の
も
の
な
ど
い
な
い
く
ら
い
に
ま
で
（
19
）

」。
国
民
（
民
会
）
が

よ
り
よ
き
身
分
に
よ
り
多
く
専
心
す
る
故
、
騎
兵
（
よ
り
上
級
の
市
民
）
と
歩
兵
と
の
立
憲
制
的
区
別
は
、
彼
ら
が
も
つ
服
従
的
選
好
に
抗

し
て
歩
兵
を
擁
護
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
（
20
）

と
い
う
。
つ
ま
り
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
憲
法
上
の
差
別
を
低
い
身
分
の
者
に
補
お
う
と
し

て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
騎
兵
市
民
と
歩
兵
市
民
の
区
別
に
つ
い
て
重
要
な
オ
シ
ア
ナ
の
憲
法
上
の
問
題
を
含
む
ゆ
え
、
そ
の
条
文
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

「
こ
の
第
三
条
は
、
市
民
達
を
そ
の
財
産
の
…
…
評
価
に
よ
っ
て
騎
兵
と
歩
兵
に
分
け
る
。
土
地
・
財
・
及
び
貨
幣
に
お
い
て
一
年
に

一
〇
〇
ポ
ン
ド
以
上
を
も
つ
者
は
、
騎
兵
に
属
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
か
つ
そ
れ
以
下
の
者
は
歩
兵
に
属
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
る
。
し
か
し
人
々
が
浪
費
的
に
費
や
し
、
自
ら
の
世
襲
財
産
を
費
や
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
、
共
和
国
の
統
治
官
職
・
公
職
・
及

び
選
挙
権
の
資
格
が
な
く
な
る
（
21
）

」。

こ
れ
は
、『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
有
名
な
憲
法
の
基
本
的
な
条
項
で
あ
る
が
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ
の
市
民
を
一
級
市
民
（
騎
兵
）
と

二
級
市
民
（
歩
兵
）
に
分
け
て
い
る
証
明
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
財
産
権
の
所
有
に
比
例
し
た
権
力
機
構
を
重
視
す

る
故
、
そ
の
市
民
達
の
活
力
を
重
視
し
、
か
つ
そ
の
持
続
性
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
、
当
然
と
も
い
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の

国
家
財
政
も
重
ん
じ
る
故
、
市
民
達
が
財
産
を
浪
費
す
る
者
に
は
市
民
権
を
も
た
せ
ぬ
内
容
も
示
し
、
そ
の
市
民
の
活
力
を
殺
ぐ
側
面
を

二
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予
防
す
る
方
策
も
謳
っ
て
い
る
。

デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
共
和
国
に
お
い
て
市
民
的
知
恵
、
余
暇
、
及
び
財
産
上
の
富
と
の
相
関
関
係
を
想
定
し
た
。

そ
の
相
関
関
係
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
才
の
基
礎
で
あ
っ
た
し
、
秩
序
立
っ
た
共
和
国
の
活
動
に
不
可
欠
な
土
地
の
過
剰
均
衡
を
保
有

せ
ぬ
貴
族
を
保
全
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
必
ず
し
も
貴
族
支
配
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
来
的
に
は
上
昇
し

つ
つ
あ
る
自
由
土
地
保
有
者
達
の
活
力
を
背
景
と
し
た
安
定
し
た
経
済
的
基
盤
を
も
ち
、
か
つ
秩
序
立
っ
た
共
和
国
な
い
し
民
ポ
ビ
ュ
ラ
ー

衆
的
政
体

統
治
を
構
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
相
関
関
係
は
、「
オ
シ
ア
ナ
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
憲
法
に
お
け
る
討
議
提
案
対
決
議
機
能
を
担
う

二
院
制
区
分
の
管
轄
権
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
歩
兵
［
市
民
］
に
代
表
を
割
り
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
服
従
へ
と
最
も
行
動
す
る
よ
う

に
思
え
る
地
位
集
団
）、
そ
の
市
民
間
で
服
従
効
果
を
相
殺
し
よ
う
と
す
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
試
み
を
予
め
描
く
（
22
）

と
い
う
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
理
想
社
会
的
基
準
に
よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
憲
制
論
を
斬
り
ま
く
る
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
続
い
て
こ
の
相
関
関
係

が
オ
セ
ア
ナ
の
憲
法
に
お
い
て
討
議
提
案
及
び
決
議
の
機
能
的
二
院
制
区
分
の
管
轄
権
に
あ
る
と
み
な
す
。
し
か
し
そ
れ
も
下
級
市
民
の

歩
兵
（
服
従
的
に
最
も
行
動
し
か
つ
そ
の
よ
う
に
思
え
る
地
位
的
集
団
）
に
代
表
を
割
り
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
上
級
市
民
と
下
級
市

民
間
で
服
従
効
果
を
相
殺
し
よ
う
と
ハ
リ
ン
ト
ン
が
試
み
る
と
み
な
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
き
市
民
が
「
彼
ら
の
人
々
へ
の
尊
敬
者
で
も

な
い
」
と
い
う
オ
ー
バ
ー
ト
ン
の
主
張
に
よ
る
大
い
な
る
叫
び
で
あ
る
と
い
う
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
そ
の
地
位
の
不
平

等
で
あ
る
と
い
う
訴
え
で
も
あ
る
（
23
）

と
い
う
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
以
前
の
古
来
の
立
憲
制
の
制
度
疲
労
的
側
面
や
、
不
活
発
な
局
面

を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
む
き
出
し
の
不
公
平
な
く
し
て
共
同
体
的
自
治
に
参
加
し
得
ぬ
、
人
々
に
対
す
る
市
民
権
の
不
平
等

を
指
摘
す
る
。
し
か
し
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
一
般
的
な
意
味
で
の
平
等
や
機
会
の
平
等
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、

二
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自
治
能
力
が
自
ら
の
上
位
者
達
に
対
す
る
社
会
的
義
務
感
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
か
つ
制
限
さ
れ
る
人
々
に
平
等
を
認
め
た
と
い
う
。

従
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
平
等
権
は
、
か
く
し
て
自
ら
の
社
会
的
平
等
な
い
し
市
民
的
平
等
感
を
も
た
ぬ
人
々
に
与
え
ら
れ
る
と
い

う
。
こ
れ
を
扱
う
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
次
の
二
つ
の
回
復
的
工
夫
を
導
入
す
る
。

一
つ
は
、
自
ら
の
上
位
者
の
監
視
か
ら
、
自
ら
の
選
挙
権
を
行
使
す
る
民
会
な
い
し
代
表
議
会
の
個
人
的
政
治
行
為
か
ら
、
少
な
く
と

も
解
放
さ
れ
た
投
票
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
に
、
よ
り
低
い
序
列
の
適
切
な
代
表
を
確
か
に
す
る
代
表
規
定
で
あ
っ
た
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
で
構
築
さ
れ
る
の
は
、
不
平
等
な
政
治
的
能
力
、
及
び
そ
の
市
民
的
行
為
者
達
の
社
会
的
・
政
治
的
自
尊
心
を
償

う
不
平
等
な
代
表
範
疇
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
最
高
の
も
の
は
、
当
然
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
、
元
老
院
議
員
以
外
の
討
議
の
自
由
の
禁

止
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
平
等
な
共
和
国
は
、
財
産
・
能
力
・
卓
越
性
と
服
従
性
に
関
し
て
明
確
に
述
べ
ら
れ
た
階
序
制
的
不
平
等
を
構

成
す
る
社
会
を
想
定
し
た
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
う
し
た
不
平
等
を
扱
い
か
つ
利
用
す
る
た
め
、
二
つ
の
工
夫

を
組
み
込
ん
だ
。

第
一
が
共
和
国
エ
リ
ー
ト
の
遂
行
能
力
か
ら
利
を
得
る
た
め
、
階
序
制
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
彼
ら
の
決
議
的
機
能
を

担
う
代
表
を
擁
護
す
る
が
、
そ
の
低
い
階
位
の
参
加
を
制
限
す
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
啓
蒙
時
代
以
後
の
近
代
的
平

等
の
意
味
づ
け
を
ハ
リ
ン
ト
ン
か
ら
得
る
こ
と
が
、
困
難
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
（
24
）

。
わ
れ
わ
れ
も
当
然
そ
の
通
り
で
あ
る
と
み
な
す
。

彼
は
、
さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
平
等
観
念
を
追
求
す
る
。
そ
れ
も
ハ
リ
ン
ト
ン
研
究
で
問
題
と
な
る
王
政
派
と
宗
教
的
非
正
統

派
に
市
民
権
を
認
め
る
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
や
主
流
の
共
和
主
義
グ
ル
ー
プ
と
異
な
り
よ
り
寛
容
で
あ
る
。

二
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［
４
］　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
と
政
体
の
古
典
的
三
位
一
体
論

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
観
念
が
近
代
初
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
関
連
で
論
じ
た
方
が
理
に
か
な
う
こ
と
を
確
認
し
て

き
た
。
本
節
で
は
、
デ
ー
ヴ
ィ
ス
も
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
如
く
、
イ
ギ
リ
ス
的
な
古
典
的
政
体
な
い
し
古
来
の
立
憲
制
に
お
け
る
三
位

一
体
論
と
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
観
念
を
再
考
す
る
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、「
同
時
代
人
達
の
平
等
認
識
を
考
察
す
る
た
め
の
適
切
な
出
発
点

は
、
純
粋
な
統
治
形
態
に
関
す
る
三
位
一
体
論
の
彼
ら
の
使
用
で
あ
る
。
即
ち
、
君
主
制
・
貴
族
制
・
及
び
民
衆
政
体
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）

で
あ
り
、
僭
主
政
・
寡
頭
制
・
及
び
ア
ナ
ー
キ
ー
へ
の
堕
落
の
そ
れ
ら
の
可
能
性
で
あ
る
（
25
）

」。

わ
れ
わ
れ
は
、
既
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
体
論
が
主
に
ネ
ヴ
ィ
ル
が
過
剰
に
使
用
す
る
広
義
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
わ
れ
わ
れ
は
、
国
家

の
最
終
決
定
権
が
民
会
［
な
い
し
国
民
］
に
あ
る
と
そ
れ
を
解
す
る
。
狭
義
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
「
男
女
普
通
選
挙
制
」
の
意
と
わ
れ
わ
れ
は
、
解
す
る
）

を
上
位
概
念
論
的
に
自
ら
の
共
和
国
を
同
一
な
も
の
と
示
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
念
枠
組
み
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
に
六
政
体
の

相
互
関
係
と
し
て
使
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
と
同
時
代
人
達
は
、
平
等
が
こ
れ
ら
の
堕
落
の
第
三
番
目
（
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
ア
ナ
ー
キ
ー
へ
の
腐
敗
）
を
齎
す
社
会
状
態
で
あ
る
と
み
な
し
た
と
い
う
。
有
名
な
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
平
等
は
、「
自
然
的
力
に

お
け
る
知
恵
と
身
体
的
能
力
の
人
々
の
相
対
的
平
等
で
あ
る
（
26
）

」。
そ
れ
は
、
近
代
的
個
人
の
基
本
的
平
等
概
念
を
意
味
づ
け
も
す
る
が
、

自
然
状
態
を
ア
ナ
ー
キ
ー
（
戦
争
状
態
）
へ
と
引
き
入
れ
る
と
い
う
。

こ
の
支
配
者
の
数
に
よ
る
古
典
的
分
類
に
関
す
る
一
人
支
配
は
、「
単
独
支
配
者
の
利
益
の
追
求
に
よ
っ
て
腐
敗
し
得
、
少
数
者
支
配

が
集
団
な
い
し
党
派
の
利
益
に
よ
っ
て
腐
敗
し
得
る
。
し
か
し
多
数
者
支
配
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
は
、
万
人
の
利
益
追
求
に
よ
っ
て
腐
敗

し
得
ぬ
（
27
）

」
と
い
う
。
広
義
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
上
位
概
念
論
的
枠
組
み
で
共
和
制
で
も
あ
る
と
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る

が
、
そ
の
価
値
概
念
で
あ
る
平
等
観
念
に
関
す
る
問
題
を
含
意
す
る
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は
使
わ
れ
る
。
即
ち
、
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、

二
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そ
の
平
等
か
ら
生
じ
る
指
導
力
の
な
さ
と
い
う
そ
の
形
態
の
喪
失
に
よ
る
集
団
的
存
在
と
し
て
結
局
の
と
こ
ろ
、
何
も
追
求
し
得
な
く

な
っ
た
と
い
う
。
理
念
と
し
て
の
広
義
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
概
念
自
体
は
、
当
時
、
好
ま
し
い
と
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
腐
敗

な
い
し
平
等
の
消
極
的
含
意
は
、
好
ま
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
従
っ
て
平
等
は
、
一
七
世
紀
半
ば
の
用
法
で
は
純
粋
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

を
ア
ナ
ー
キ
ー
へ
と
陥
ら
せ
る
と
彼
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
。
多
数
者
支
配
は
、
多
数
者
が
無
知
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
支
配
は
、
多
数
者
が

信
心
深
く
な
い
た
め
、
不
信
心
者
の
支
配
で
あ
る
と
い
う
（
28
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
下
の
平
等
は
、
既
に
確
認
し
た
如
く
、
四
つ
の
必
要
条
件
か
ら
な
る
。
即
ち
、
平
等
な
［
均
衡
の
と
れ

た
］
農
地
法
・
投
票
・
独
立
的
執
行
部
を
も
つ
、
両
院
制
に
し
て
機
能
的
に
専
門
化
さ
れ
た
立
法
部
・
及
び
公
職
輪
番
制
で
あ
る
。
デ
ー

ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
制
度
的
手
段
す
べ
て
が
と
も
に
満
た
さ
れ
た
の
み
で
平
等
に
し
て
、
故
に
恒
久
的
共
和
国
と
な
る
。
平
等

属
性
が
そ
の
中
心
的
地
位
に
与
え
ら
れ
た
そ
の
制
度
的
な
憲
法
枠
組
み
も
、
個
人
権
や
団
体
権
・
義
務
・
及
び
特
権
と
平
等
と
の
現
代
に

お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
連
想
へ
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
と
こ
の
節
を
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
締
め
括
る
（
29
）

。

［
５
］　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
の
平
等
機
能

前
項
の
ハ
リ
ン
ト
ン
の
論
述
か
ら
こ
の
疎
外
感
を
克
服
す
る
た
め
、
平
等
な
共
和
国
（
自
由
国
家
）
で
の
平
等
機
能
を
検
討
す
る
こ
と

は
、
有
効
で
あ
る
と
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
三
つ
に
分
類
す
る
。

第
一
の
機
能
は
、
イ
ギ
リ
ス
（「
オ
シ
ア
ナ
」）
の
現
状
を
保
全
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、「
統
治
の
完
全
の
極
致
が
、
い
か

な
る
人
も
い
か
な
る
人
々
も
、
そ
の
統
治
の
中
で
或
い
は
そ
の
統
治
下
で
、
利
害
を
も
ち
得
ぬ
よ
う
な
統
治
枠
組
み
に
お
け
る
自
由
に
あ

る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
利
害
を
も
つ
こ
と
は
、
扇
動
に
よ
っ
て
そ
の
統
治
を
乱
し
得
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」（W

orks, p.180

）
と
い
っ

二
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て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
平
等
の
本
質
は
、
こ
の
点
で
扇
動
か
ら
自
由
を
救
う
能
力
で
あ
る
と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
恒
久
的
に

し
て
持
続
的
安
定
を
保
障
す
る
そ
の
遂
行
能
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
共
和
国
を
平
等
に
す
る
こ
と
は
、

そ
の
基
盤
と
上
部
構
造
に
お
け
る
平
等
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
下
部
構
造
を
枠
づ
け
る
農
地
法
は
、
過
剰
均
衡
に
貴
族
が
な
ら

ず
、
か
つ
勃
興
す
る
新
階
級
の
比
例
制
を
損
な
わ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
上
部
構
造
（
民
ポ
ビ
ュ
ラ
ー

衆
的
政
体
の
下
で
）
は
、
そ
の
範
囲
内
で

貴
族
の
指
導
力
を
容
認
す
る
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
擁
護
に
お
い
て
平
等
が
こ
の
政
体
の
安
定
の
恒
常
的
保
障
手
段
と

な
る
と
説
か
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
は
、
共
和
国
の
制
度
構
造
と
、
社
会
の
実
際
の
権
力
の
安
定
的
配
分
と
に
お
け
る
相
関
関
係
を
維

持
し
た
（
30
）

。

第
二
の
平
等
機
能
は
、
審
議
・
決
定
・
或
い
は
行
政
の
機
能
的
に
分
化
さ
れ
た
循
環
に
、
あ
ら
ゆ
る
適
切
に
要
件
づ
け
ら
れ
た
市
民
達

を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
（
31
）

。

イ
ギ
リ
ス
の
第
三
の
平
等
機
能
は
、
私
益
に
対
す
る
公
益
の
優
先
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
［
オ
シ
ア

ナ
］
が
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
古
代
の
知
恵
は
、
共
通
の
権
利
な
い
し
共
通
利
益
を
も
つ
市
民
社
会
を
設
立
す
る
技
術
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ン

ト
ン
の
特
定
の
用
法
は
、
た
と
え
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
強
調
的
に
不
平
等
と
思
え
る
方
法
で
あ
ろ
う
と
も
、
自
由
と
平
等
を
連
繋
す
る

た
め
で
は
な
く
、
安
定
と
共
通
利
益
を
連
繋
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
（
32
）

。

故
に
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
平
等
な
共
和
国
を
工
夫
す
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
能
力
が
そ
れ
を
示
し
た
如
く
、
第
一
に
、
私
益
の
上
に
共
通
利
益

の
置
く
方
法
を
教
え
た
古
代
の
知
恵
に
、
か
つ
、
第
二
に
、
全
て
の
諸
党
派
争
い
か
ら
の
彼
の
解
放
に
基
づ
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
33
）

。

二
八



Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
（
な
い
し
自
由
国
家
）
の
一
考
察
（
倉
島
）

（
四
一
三
）

［
６
］　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
の
再
論
（
そ
の
『
平
等
な
共
和
国
の
方
法
と
手
段
』
を
中
心
に
）

わ
れ
わ
れ
は
、
前
項
ま
で
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
平
等
な
共
和
国
概
念
に
つ
い
て
整
理
し
て
き
た
。
本
項
で
は
、
よ
り
わ
れ
わ
れ
の
特
徴
を

示
す
た
め
に
、
彼
の
共
和
主
義
運
動
の
末
期
に
お
い
て
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
書
い
た
短
い
文
献
に
論
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
概
念

を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
文
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
制
末
期
の
一
六
五
九
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
平

等
な
共
和
国
に
し
て
永
続
的
共
和
国
が
急
に
導
入
で
き
、
か
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
民
全
体
の
自
由
な
同
意
、
並
び
に
実
際
上
の
確
認
に

よ
っ
て
完
全
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
方
法
と
手
段
』
と
題
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
34
）

。

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
こ
で
は
共
和
制
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
期
に
、
自
ら
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
に
お
け
る
提
案
に
よ
っ
て
懸
命
に

共
和
制
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
こ
の
論
文
に
注
目
す
る
の
は
、
元
々
の
著
書
が
本
人
も
認
め
る
ご
と
く
、
極

め
て
絡
み
合
っ
た
原
文
で
あ
る
た
め
、
よ
り
簡
明
な
文
献
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
理
由
で
よ
り
明
確
性
を
求
め
る
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
そ
れ
は
、
有
用
な
も
の
と
見
な
し
得
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、「
適
切
に
話
さ
れ
た
言
葉
は
、
金
色
の
リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
も

の
（
35
）

」
と
し
て
こ
の
簡
潔
な
表
現
を
称
賛
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
表
題
か
ら
読
み
解
く
こ
と
と
す
る
。
彼
は
、
そ
の
平
等
な
共
和
国
を
「
永
続
的
」
な
も
の
と
表
現
す
る
。
こ
れ
は
、

彼
が
意
図
す
る
恒
久
的
な
持
続
可
能
性
を
齎
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
民
全
体
の
自
由
な
同
意

と
実
際
的
な
確
認
に
よ
っ
て
完
全
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
方
法
と
手
段
」
を
示
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

前
記
の
よ
う
に
「
共
和
制
」
が
民
の
共
通
善
の
た
め
に
、
多
数
の
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
国
家
の
最
高
決
定
が
な
さ
れ
る
広
義
の
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
［
民
衆
政
体
］
と
い
う
政
体
で
あ
る
。
共
和
国
は
、
国
民
の
「
平
等
」
な
性
格
を
も
ち
、
か
つ
そ
の
統
治
が
国
民
全
体
の
同
意
に

よ
る
と
し
て
換
言
す
る
（
36
）

。

二
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ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
憲
法
制
度
が
二
院
制
議
会
か
ら
な
る
最
高
意
思
決
定
機
関
を
規
定
す
る
制
度
で
あ
る
と
説
く
。
ま
ず
彼
に
よ
れ

ば
、
そ
の
主
権
者
で
あ
る
「
国
民
の
願
望
は
、
自
由
な
議
会
」
で
あ
り
、
機
敏
に
開
催
す
る
と
措
定
す
る
。
そ
れ
は
、「
国
民
が
も
っ
と

も
平
等
に
代
表
し
得
る
、
或
い
は
議
会
が
最
も
自
由
で
あ
る
た
め
、
便
宜
上
存
在
し
得
る
と
同
じ
平
等
」
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
五
〇
の
シ
ャ
イ
ア
ー
［
州
］
の
区
分
を
置
く
と
説
く
。
従
っ
て
「
騎
士
議
院
」
は
、
各
州
に
毎
年
二
人
ず
つ
三
年
任
期
で

騎
士
を
選
出
す
る
。
下
院
の
「
代
表
議
院
」
は
、
七
人
ず
つ
で
代
表
を
選
出
さ
せ
る
と
い
う
。
憲
法
開
始
の
最
初
の
議
会
は
、
一
年
間
の

み
各
区
分
代
表
に
三
回
選
出
さ
せ
、
一
年
任
期
で
七
人
ず
つ
、
二
年
任
期
で
七
人
ず
つ
、
三
年
任
期
で
七
人
ず
つ
選
出
さ
せ
る
。
従
っ
て

「
騎
士
議
院
も
同
様
」
と
す
る
と
い
う
（
37
）

。

引
き
続
き
こ
の
文
書
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
流
の
討
議
機
能
と
提
案
機
能
を
も
つ
上
院
と
、
決
議
機
能
を
も
つ
「
代
表
的
」
下
院
を
確
認
さ

せ
る
。
ゆ
え
に
騎
士
議
院
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
も
の
は
、
六
週
間
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
し
て
公
表
さ
れ
る
と
、
代
表
議

院
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
提
案
に
基
づ
き
、
そ
の
（
決
定
）
結
果
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
憲
法

に
お
い
て
元
老
院
或
い
は
騎
士
議
会
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
、
民
会
な
い
し
代
表
議
会
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
も
の
が
「
法
」
と
な
る
と
説

く
。
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
々
の
評
議
会
は
、
必
然
的
に
国
民
の
知
恵
及
び
国
民
の
利
益
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
（
38
）

。

彼
は
、「
こ
う
し
た
方
式
に
お
け
る
討
議
」
が
、
そ
の
優
れ
た
知
恵
や
能
力
に
よ
っ
て
成
熟
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。

こ
う
し
て
討
議
が
そ
れ
ら
と
一
致
し
た
な
ら
ば
、
共
和
国
に
存
在
す
る
成
熟
し
た
討
議
に
よ
っ
て
「
こ
の
法
に
お
け
る
二
院
制
議
会
」
は
、

実
際
上
の
共
和
国
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
に
そ
れ
に
備
わ
っ
た
も
の
で
あ
れ
、
そ
う
し
た
も
の
に
達
す
る

よ
う
に
法
的
性
質
が
与
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
「
秩
序
立
っ
た
共
和
国
」
は
、
特
定
の
条
項
に
お
い
て
さ
ら
に
こ
う
し
た
も
の
が
必
要
で

三
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あ
り
、
そ
れ
も
準
備
が
で
き
て
い
る
（
39
）

と
い
う
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
活
動
期
に
お
け
る
最
後
の
頃
の
文
書
に
よ
っ
て
彼
の
「
平
等
な
（
不
滅
な
）
共
和
国
」
概
念
を
検
証
し

て
き
た
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
に
お
い
て
市
民
を
統
治
に
参
加
さ
せ
、
そ
の
活
力
を
国
民
の
選
挙
に
よ
っ
て
引
き
出
し
、
か
つ
腐

敗
を
予
防
さ
せ
、
か
つ
権
力
抑
制
的
な
性
格
も
た
せ
よ
う
と
す
る
恒
久
的
に
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

（
１
） 

例
え
ば
、
ネ
ヴ
ィ
ル
は
、
こ
の
ロ
ー
マ
の
共
和
国
を
基
準
と
し
て
広
義
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
定
義
が
「
最
終
的
決
定
権
が
民
会
な
い
し
国
民
に

あ
る
」
政
体
で
あ
る
と
い
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
れ
をpopular governm

ent

と
表
現
し
、
前
者
は
、
そ
れ
を
広
義
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
互
換

的
に
票
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
（
拙
著
前
掲
、
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
２
） G

.B
urgess, op. cit., p.356.

（
３
） B

.C
rick, ed., N

.M
ach

iavelli: T
h

e D
iscou

rses, 1970, pp.41-45.

（
４
） G

.B
urgess, op. cit., pp.356-357.

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
共
和
主
義
論
に
お
け
る
君
主
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
王
位
継
承
排
斥
法
案
危
機
期
の
共
和
主
義
者
の
見
解
の
比
較
に
言

及
す
る
こ
と
と
す
る
。
最
広
義
の
共
和
主
義
は
、
本
稿
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
共
通
の
富
な
い
し
共
通
の
利
益
を
第
一
義
に
お
く
社
会
で
あ
る
。
し

か
し
（
ハ
リ
ン
ト
ン
を
含
め
た
）
ネ
ヴ
ィ
ル
と
シ
ド
ニ
ー
は
、
こ
の
期
の
共
通
項
と
し
て
は
絶
対
君
主
制
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、

必
ず
し
も
君
主
制
を
絶
対
的
に
否
定
し
て
い
な
い
。
シ
ド
ニ
ー
は
、
君
主
制
と
い
え
ど
も
世
襲
制
が
絶
対
的
で
な
く
、
選
択
的
で
も
あ
っ
た
こ
と
を

主
張
す
る
。
し
か
し
ネ
ヴ
ィ
ル
は
、
君
主
を
最
高
統
治
者
と
し
て
承
認
す
る
し
、
世
襲
制
も
認
め
る
。
そ
の
意
味
で
混
合
君
主
制
を
容
認
す
る
。

従
っ
て
典
型
的
な
共
和
主
義
論
者
と
し
て
の
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
君
主
な
き
混
合
政
体
論
者
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
者
と
も
そ
の

時
代
に
沿
っ
て
主
張
す
る
限
界
も
認
め
ら
れ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
共
和
政
期
に
書
い
た
。
後
の
二
人
は
、
王
政
復
古
期
に
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（A
. S

idney, op. cit.; H
.N

eville, P
lato R

ed
ivivu

s, 1763, etc; 

拙
著
前
掲
、
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
５
） 

Ibid
., p.357.
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（
６
） J.P

ocock, ed., W
orks., p.181.

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
自
ら
の
別
の
著
作
の
中
で
も
そ
の
定
義
を
や
や
異
な
る
表
現
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。

「
平
等
な
共
和
国
と
は
、
次
の
よ
う
な
均
衡
の
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
基
盤
上
に
樹
立
さ
れ
た
統
治
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
統
治
は
、
完
全
に
民

衆
的
政
体
（popular

）
で
あ
り
、
か
つ
適
合
可
能
（suitable

）
な
農
地
法
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
、
か
つ
そ
の
均
衡
か
ら
、
投
票
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
た
国
民
（the people

）
の
自
由
な
選
挙
を
通
じ
て
、
討
議
し
か
つ
提
案
す
る
元
老
院
、
決
議
す
る
民
会
代
表
（representative of the 

people

）、
及
び
執
行
す
る
統
治
官
職
へ
と
そ
の
上
部
構
造
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
制
度
の
各
々
は
、
コ
ー
ス
な
い
し
輪
番
制
に
基
づ
い
て

い
る
。
即
ち
、
間
在
期
の
如
く
命
じ
る
確
か
な
任
期
で
選
出
さ
れ
る
。」（『
立
法
の
技
術
（T

h
e A

rt of L
aw

givin
g

）』［W
orks, p.613

］）;

J.S
.D

avis, ‘E
quality in an uequal com

m
onw

ealth: J.H
arrington ’s republicanism

 and the m
eaning of

equality ’, I.G
entles et al., eds., S

old
iers, W

riters, an
d

 S
tatesm

en
 of th

e E
n

glish
 R

evolu
tion

, 1998, p.237.

こ
れ
は
、
内
容
が
同
じ
で
あ
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
更
に
『
民
衆
的
政
体
統
治
の
大
権
（T

h
e P

rerogative of 

P
opu

lar G
overn

m
en

t

）』
に
お
い
て
も
「
平
等
な
共
和
国
」
の
定
義
を
使
っ
て
い
る
（W

orks, p.424

）。
こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ

ン
ト
ン
が
こ
の
概
念
が
自
ら
の
基
本
原
理
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
得
る
。

（
７
） J.P

ocock, ed., ibid
. 

農
地
法
に
つ
い
て
Ｈ
・
ネ
ヴ
ィ
ル
の
注
釈
者
で
あ
る
Ｃ
・
ロ
ビ
ン
ズ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
の
関
係
で
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。「
農
地
法
は
、
ロ
ー
マ
人
の
公
有
地
の
再
生
、
及
び
よ
り
貧
し
い
市
民
達
へ
の
彼
ら
の
土
地
配
分
を
取
り
決
め
る
紀
元
前
三
八
七
年
の
リ
キ

ニ
ウ
ス
・
セ
ク
ス
テ
ィ
ウ
ス
法
に
そ
の
起
源
を
辿
る
。
農
地
法
は
、
紀
元
前
二
世
紀
後
半
に
、
Ｔ
・
Ｓ
・
グ
ラ
ッ
ク
ス
と
そ
の
弟
の
Ｇ
・
グ
ラ
ッ
ク

ス
に
よ
る
農
業
改
革
計
画
で
復
活
さ
れ
、
か
つ
拡
大
さ
れ
た
。
農
地
法
規
制
は
、
既
成
の
土
地
所
有
者
達
を
混
乱
さ
せ
、
か
つ
そ
の
二
人
と
も
そ
れ

が
原
因
で
殺
さ
れ
た
り
命
を
断
っ
た
り
す
る
ほ
ど
、
富
裕
な
ロ
ー
マ
人
達
に
は
不
人
気
に
さ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
土
地
保
有
規
制
を

自
ら
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
に
お
い
て
不
可
欠
な
基
礎
に
さ
せ
た
。
も
し
財
産
の
均
衡
（
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
［
財
産
］
に
よ
っ
て
彼
は
、
不
動
産

［real property

］
を
意
味
し
た
）
が
変
化
し
な
け
れ
ば
、
恒
常
的
な
ま
ま
に
残
ろ
う
し
、
国
家
は
、
安
定
し
よ
う
。
農
地
法
は
、
一
七
、
一
八
世

紀
の
政
治
的
著
作
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
平
等
主
義
を
含
意
せ
ぬ
が
、
そ
の
両
極
端
（
一
階
級
な
い
し
一
人
物
に
よ
る
不
当
な
富
の
所
有
）
を
予
防

す
る
一
つ
の
試
み
を
含
意
す
る
よ
う
に
理
解
せ
ね
ば
な
る
ま
い
」（C

.R
obbins, ed., T

w
o E

n
glish

 R
epu

blican
 T

racts, 1969, p.97

）。
こ
れ
は
、

ネ
ヴ
ィ
ル
が
古
代
ロ
ー
マ
の
農
地
法
を
土
台
と
し
て
論
じ
る
も
の
に
つ
い
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
主
張
と
同
じ
と
み
な
し
、
そ
の
論
理
の
基
本
的
性
質
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を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

（
８
） G

.B
urgess, op. cit., p.358.

（
９
） J.P

ocock, ed., T
h

e P
olitical W

orks of J.H
arrin

gton
, 1977, p.155.

（
10
） J.C

.D
avis, ‘E

quality in an unequal com
m

onw
ealth ’, in I.G

entles et al., eds., op. cit., p.229.

（
11
） 

拙
著
前
掲
、
第
三
章
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
） J.C

.D
avis, op. cit., p.230.

（
13
） 

Ibid
.

（
14
） 

Ibid
.

（
15
） 

Ibid
., pp.230-231.

（
16
） 

Ibid
., p.232.

（
17
） 

Ibid
.

（
18
） 

Ibid
.

（
19
） P

ocock, ed., T
h

e W
orks., p.677; J.C

.D
avis, op. cit., p.233.

（
20
） 

Ibid
.

（
21
） J.P

ocock, ed., W
orks, p.213.

こ
こ
で
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
憲
法
の
最
初
の
二
つ
の
条
項
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
第
一
条
は
、
国
民
を
自
由
人
な
い
し
市
民
に
、
か
つ
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ツ
［
使
用
人
達
］
に
分
け
る
。
し
か
し
使
用
人
達
は
、
そ
う
し
た
［
主
人
に

依
存
す
る
故
、
必
ず
し
も
自
由
で
は
な
い
］
状
態
に
あ
る
が
、
彼
ら
が
自
由
に
到
達
す
れ
ば
、
即
ち
、
自
ら
が
自
立
し
て
生
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

彼
ら
は
自
由
人
な
い
し
市
民
と
な
る
か
ら
で
あ
る
」（W

orks, p.212

）。

こ
の
条
項
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
活
力
あ
る
共
和
制
の
文
民
部
分
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
広
範
な
市
民
参
加
権
を

認
め
る
民
衆
的
政
体
下
で
、
さ
ら
に
そ
の
権
利
を
、
従
属
的
使
用
人
に
ま
で
、
そ
の
経
済
的
上
昇
及
び
自
由
の
獲
得
を
見
込
ん
で
、
拡
大
の
可
能
性
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を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
機
会
の
平
等
も
示
す
。

そ
の
第
二
条
は
、「
市
民
達
を
青
年
（
一
八
歳
か
ら
三
〇
歳
に
数
え
ら
れ
る
人
々
）
と
高
年
者
（
三
〇
歳
以
上
の
よ
り
年
長
の
人
々
）
と
に
分
け

て
い
る
。
そ
れ
は
、
青
年
が
従
軍
す
る
軍
隊
と
な
る
こ
と
と
し
、
高
年
者
が
こ
の
国
の
常
設
守
備
隊
と
な
る
」（W

orks, p.213

）。
こ
こ
に
は
イ
ギ

リ
ス
の
共
和
主
義
者
特
有
な
軍
事
部
分
が
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
そ
の
体
力
的
実
力
の
側
面
か
ら
判
断
し
て
、
前
線
部
分
と
後
衛
部
分
に
分
け
て

い
る
。
こ
れ
も
持
続
可
能
性
を
も
ち
、
か
つ
安
定
的
国
家
の
国
防
部
分
の
実
際
的
備
え
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
さ
ら
に
統
治
官
職
に
就
く
の
は
、

他
の
著
作
で
高
年
者
に
限
定
し
て
い
る
ゆ
え
（「
青
年
な
い
し
一
八
歳
と
三
〇
歳
と
の
間
に
あ
る
自
由
人
は
文
民
行
政
［civil adm

inistration

］
の

資
格
を
も
た
ぬ
」［W

orks., p.810

］）
こ
の
側
面
も
実
際
的
で
あ
る
。

（
22
） 

Ibid
., p.233.

（
23
） 

Ibid
.

（
24
） 

Ibid
.

（
25
） 

Ibid
., pp.235-6.

（
26
） R

.T
uck, ed., H

obbes: L
eviath

an
, 1996, chapter 13; J.C

.D
avis, op. cit., p.236.

（
27
） 

Ibid
., p.237.

（
28
） 

Ibid
.

（
29
） 

Ibid
.

（
30
） 

Ibid
., p.238.

（
31
） 

Ibid
., p.239.

（
32
） 

Ibid
. 

（W
orks, pp.302,181

）.

（
33
） 

Ibid
. 

（W
orks, pp.161,170

）.

（
34
） J.G

.A
.P

ocock, ed., W
orks, p.823.

（
35
） JG

A
.P

ocock, ed., op. cit,. p.824.
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（
36
） 

Ibid
.

（
37
） 

Ibid
.

（
38
） 

Ibid
., p.825.

（
39
） 

Ibid
.第

五
節　

結　

論

わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
の
上
位
概
念
に
し
て
そ
の
理
論
全
体
を
表
現
す
る
「
平
等
な
共
和
国
」
な
い
し

「
自
由
国
家
（
１
）

」
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
き
た
。

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
幅
広
い
研
究
状
況
を
概
観
し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
の
共
和
主
義
研
究
の
立
脚
点
を
示
し
て
き

た
。
と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
以
後
の
論
者
の
側
面
も
検
討
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
は
、
今
ま
で
比

較
的
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
な
い
論
者
を
集
中
的
に
検
証
し
て
き
た
。
こ
れ
に
比
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
研
究
業
績
は
、
こ
れ
を
遥
か
に
上

回
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
さ
さ
や
か
な
出
発
点
に
沿
っ
て
特
徴
を
示
す
意
図
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
ネ
ヴ
ィ
ル
研
究
を
よ
り
深
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
故
に
本
稿
は
、
そ
の
研
究
を
補
強
す
る
こ
と
を

主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ネ
ヴ
ィ
ル
は
、
後
の
ハ
リ
ン
ト
ン
主
義
者
に
し
て
彼
と
共
和
制
期
に
と
も
に
、
そ
の
共
和
主
義
を
主
張

し
、
か
つ
緊
密
に
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
意
味
か
ら
ネ
ヴ
ィ
ル
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
を
最
も
熟
知
し
た
人
物
の
う
ち
の
一
人

で
あ
り
、
彼
の
ハ
リ
ン
ト
ン
論
は
、
そ
れ
な
り
の
重
要
性
を
も
つ
と
み
な
し
得
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
共
和
主
義
論
の
視
角
を
主
に
導

入
し
つ
つ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
主
題
を
よ
り
広
範
な
理
論
的
背
景
と
す
る
概
観
か
ら
論
及
し
始
め
た
。

三
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従
来
は
こ
の
二
人
の
思
想
家
の
共
通
面
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
相
違
点
も
存
在
す
る
。
両
者
は
、
確
か
に
、
基
本
的
に
は
そ
の

基
本
原
理
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
二
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
世
俗
的
国
政
的
権
威
の
源
泉
を
民
に
求
め
る
系
譜
を
も

つ
。
そ
れ
は
、
国
家
の
最
高
的
決
定
権
を
一
般
的
民
に
置
く
政
体
と
し
て
広
義
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」、「
民
ポ
ビ
ュ
ラ
ー

衆
的
政
体
的
統
治
」、「
共
和

制
政
体
」、「
自
由
国
家
（
民
に
よ
る
統
治
国
家
）」
を
彼
ら
が
唱
え
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
人
は
共
通
点
と
し
て
両
者
の
根
本
原
理
で

あ
る
共
和
制
的
三
位
一
体
的
混
合
政
体
論
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
当
然
相
違
点
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
ネ
ヴ
ィ

ル
は
、
混
合
君
主
制
的
で
あ
り
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
貴
族
制
と
民
衆
政
体
的
要
素
の
混
合
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
共
通
点
と
し

て
両
者
は
、
統
治
官
職
の
選
挙
に
お
け
る
輪
番
制
を
主
張
す
る
。
同
様
に
両
者
は
、
農
地
法
的
規
則
に
基
づ
き
、
財
産
所
有
の
比
率
に
基

づ
き
、
勢
力
の
変
化
に
応
じ
て
安
定
的
に
所
有
権
を
固
定
し
、
か
つ
政
治
権
力
も
そ
れ
に
比
例
し
て
移
行
さ
せ
る
原
理
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
両
者
に
お
け
る
相
違
点
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が
検
証
し
た
結
果
は
、
ま
ず
貴
族
に
対
す
る
強
調
点
に
つ
い
て
で
あ
り
、
ハ

リ
ン
ト
ン
が
自
然
的
貴
族
制
の
指
導
力
を
元
老
院
（
下
院
と
同
様
に
公
選
制
と
す
る
）
に
求
め
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
討
議
権
と
提
案
権
を

も
ち
、
か
つ
下
院
と
同
じ
選
挙
方
式
を
採
用
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
院
に
最
高
の
権
威
も
共
有
機
関
と
し
て
位
置
付
け
る
。
し
か
し
ネ

ヴ
ィ
ル
は
、
国
民
代
表
議
会
に
最
高
決
定
権
を
国
王
と
と
も
に
置
き
、
両
院
制
を
否
定
し
な
い
が
、
貴
族
院
を
ハ
リ
ン
ト
ン
よ
り
も
低
く

抑
え
て
い
る
。
理
論
的
に
は
既
に
有
力
な
論
者
達
が
指
摘
す
る
主
要
な
原
理
と
し
て
、
自
然
法
や
コ
モ
ン
ロ
ー
に
依
拠
せ
ぬ
ハ
リ
ン
ト
ン

に
対
し
て
、
ネ
ヴ
ィ
ル
は
、
社
会
契
約
論
も
自
然
法
論
も
、
か
つ
コ
モ
ン
ロ
ー
も
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が

論
及
し
た
ス
コ
ッ
ト
の
説
明
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。

た
だ
し
こ
の
理
論
的
相
違
は
、
政
治
制
度
原
理
的
視
角
か
ら
の
区
分
で
あ
り
、
か
つ
強
調
点
の
強
度
の
相
違
を
示
す
。
従
っ
て
こ
れ
は
、

思
想
に
重
点
を
置
く
相
違
点
と
し
て
確
認
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
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さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
に
お
け
る
重
要
な
ハ
リ
ン
ト
ン
の
統
治
機
構
論
に
お
け
る
背
景
と
し
て
、
彼
の
き
わ
め
て
詳
細
な
憲
法
モ

デ
ル
が
当
時
の
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
曖
昧
な
憲
法
論
の
問
題
点
を
克
服
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
確
認
し
て
き
た
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ

は
、
た
だ
単
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
立
憲
制
が
異
常
で
あ
る
こ
と
に
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
（
２
）

。

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
主
題
で
あ
る
「
平
等
な
共
和
国
」
に
つ
い
て
手
短
に
確
認
し
、
か
つ
補
足
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ

の
概
念
が
含
意
す
る
も
の
は
、
ま
さ
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
論
の
全
体
に
わ
た
る
原
理
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が

詳
細
に
わ
た
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
念
頭
に
置
く
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
大
局
的
視
角
か
ら
総
合
的
に
そ
の
特
徴
を
検
討
し
て
い

る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
彼
の
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ガ
バ
メ
ン
ト
」
な
い
し
「
自
由
国
家
（
民
に
よ
る
統
治
国
家
）」、
或
い
は
広
義
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
同
じ
ほ
ど
、
包
括
的
な
理
想
国
家
に
し
て
上
位
概
念
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
の
理
念
の
原
文
に
沿
っ
て
、
か

つ
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
有
力
な
学
者
に
よ
る
論
理
を
基
準
と
し
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
を
検
討
で
き
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
即
ち
、

彼
の
憲
法
は
、
公
共
善
の
た
め
に
、
自
然
的
貴
族
の
指
導
力
を
も
た
せ
る
上
院
と
と
も
に
、
市
民
［
民
会
］
が
立
法
上
最
終
決
定
権
を
も

ち
、
か
つ
直
接
間
接
的
選
挙
手
段
に
よ
っ
て
、
成
り
立
つ
統
治
を
基
本
と
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
原
理
に
基
づ
き
、
か
つ
そ
の
理
念
に

沿
っ
て
多
様
な
市
民
の
活
力
を
引
き
出
し
、
か
つ
彼
ら
が
活
気
に
満
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
体
要
素
の
安
定
的
均
衡
に
よ
っ
て
停
滞
さ
せ
ず

か
つ
腐
敗
せ
ぬ
、
恒
久
的
に
持
続
可
能
な
政
体
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（
１
） 

ハ
リ
ン
ト
ン
がF

ree S
tate

と
平
等
な
共
和
国
を
同
意
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
は
、『
ロ
ー
タ
』（W

orks, p.807

）
に
お
い
て
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
Ｍ
・
ニ
ー
ダ
ム
も
自
ら
の
『
自
由
国
家
の
優
秀
性
（
即
ち
、
共
和
国
の
正
し
き
コ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）』（
一
六
五
六
）
に
お

い
て
、F

ree S
tate

を
そ
の
表
題
に
使
っ
て
い
る
。（M

.N
edham

, T
h

e excellen
cie of a free state, B

oston, 1767, p.1; P
.A

.K
nachel, ed., 

T
h

e C
ase of th

e C
om

m
on

w
ealth

 of E
n

glan
d

, S
tated

, by M
.N

ed
h

am
, 1969, p.111

）.

三
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政
経
研
究　

第
四
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
四
二
二
）

（
２
） 

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
の
文
献
で
部
分
的
に
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
詳
細
に
わ
た
る
「
オ
シ
ア
ナ
」
論
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
拙
稿
「
Ｊ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
』
の
選
挙
制
度
論
研
究
」『
法
学
紀
要
』（
第
五
三
巻
、
二
〇
一
二
年
三
月
刊
）
な
ど

を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
自
由
国
家
」
と
の
同
意
語
に
つ
い
て
ニ
ー
ダ
ム
は
、「
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
（C

om
m

on-w
eal

）［
公
益
の

意
］」、「
共
和
国
原
理
（C

om
m

on-w
ealth-P

rinciples

）［
君
主
利
益
に
抗
す
る
意
］」
な
ど
に
よ
っ
て
言
い
換
え
て
お
り
、
彼
の
理
想
的
共
和
国

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、M.N

edham
, op. cit., 1767, pp.47-8; J.S

cott, C
om

m
on

w
ealth

-P
rin

ciples, 2005, p.35

）。
故
に
我
々

は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
当
時
の
共
和
主
義
者
と
同
様
に
、「
平
等
な
共
和
国
」
と
同
じ
理
想
的
共
和
国
と
し
て
「
自
由
国
家
」
を
意
味
づ
け
て
い
る
と

み
な
す
。
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